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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを受信すること
と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信することと、
　前記ダウンリンク制御メッセージまたは前記構成に基づいて、前記ＳＰＳによって割り
当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定することと、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース
上で基地局と通信することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記カバレージ拡張レベルに基づいて、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソー
スの周期性を決定すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記構成の送信期間中にアップリンクデータバッファが空であると決定することと、こ
こにおいて、前記構成がアップリンクＳＰＳ構成を備える、および
　前記アップリンクデータバッファが空であるという前記決定に基づいて、前記送信期間
中に、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース上で送信することを控えることと
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をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記構成の前記送信期間中に前記アップリンクデータバッファが空であるかどうかを決
定するための指示を受信することをさらに備え、ここにおいて、送信することを前記控え
ることが、前記指示に基づく、または、
　前記リソース上で送信することを前記控えることに基づいて、カウンタを増分すること
と、
　前記カウンタが、しきい値を超える値を有すると決定することと、および
　前記カウンタが前記しきい値を超えるという前記決定に基づいて、前記ＳＰＳを解放す
ることと
をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを受信することと、
および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記動的割当てに基づいて通信することと、および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複するという前記決定に基づいて、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースの少なくとも一部分上で通信することを控えることと
をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースがバンドル送信時間間隔（ＴＴＩｓ）
を備え、およびここにおいて、通信することを前記控えることが、
　ＴＴＩｓの少なくとも１つのバンドルにわたって通信することを控えること
を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することに基づいて、前記ＳＰＳを解放すること
をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することに基づいて、前記動的割当てによって割り
当てられた前記リソース上で通信することを控えること
をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　通信することを前記控えることは、前記構成がアップリンク構成を備えるのかダウンリ
ンク構成を備えるのかに基づく、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記カバレージ拡張レベルを決定することが、
　カバレージ拡張レベルのセットから前記カバレージ拡張レベルを選定することを備え、
ここにおいて、前記セットが、カバレージ拡張なしに対応するレベルを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　基地局によるワイヤレス通信の方法であって、
　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを送信すること
と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信することと、ここに
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おいて、前記構成または前記ダウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベルを示す
、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で
ユーザ機器（ＵＥ）と通信することと
を備える、方法。
【請求項１３】
　複数のカバレージ拡張レベルの各々のための周期性のセットを識別することと、および
　周期性の各セットから周期性を選定することと、ここにおいて、前記ＳＰＳのための前
記構成が、各セットからの前記周期性を備える、
をさらに備える、または、
　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを送信することをさ
らに備え、ここにおいて、前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記
ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースと重複し、ここにおいて、前記ＵＥと通信す
ることが、前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースに基づいて通信すること
を備える、または、ここにおいて、ＳＰＳのための前記構成を示す前記シグナリングが、
前記ＵＥのアップリンクデータバッファが空であるとき、前記構成の送信期間中に送信す
ることを控えるようにとの前記ＵＥに対する指示を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　請求項１～請求項１３のうちのいずれか一項の方法を実行するように構成された手段を
備える、装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって
、前記コードが、請求項１～請求項１３のうちのいずれか一項の方法を実行するように構
成された命令を備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、２０１６年７月２１日に出願された、「Semi-Persistent Schedu
ling for Enhanced Machine Type Communications」と題する、Ｖａｊａｐｅｙａｍらに
よる米国特許出願第１５／２１５，８０９号、および２０１５年７月２３日に出願された
、「Semi-Persistent Scheduling for Enhanced Machine Type Communications」と題す
る、Ｖａｊａｐｅｙａｍらによる米国仮特許出願第６２／１９６，２２３号の優先権を主
張し、各々が本出願の譲受人に譲渡された。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、マシンタイプ通信（ＭＴ
Ｃ：machine-type communication）または拡張ＭＴＣ（ｅＭＴＣ：enhanced MTC）デバイ
スのための半持続性スケジューリング（ＳＰＳ：semi-persistent scheduling）に関する
。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であ
り得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（たとえば、ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。ワイヤレス多元接続通信システ
ムは、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られていることがある、複数の（mult



(4) JP 6728330 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

iple）通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み
得る。
【０００４】
　[0004]マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスなど、低コスト、低複雑度デバイスは、サ
イズが小さいことがある通常データ送信を受信しまたは送り得る。これらの通常送信では
、制御チャネル情報が、送信のサイズに対して大量のオーバーヘッドを構成し得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）は、たとえば、制御チャネル上のオーバー
ヘッドを低減するために、ＭＴＣデバイスとの通信のために使用され得る。また、ＳＰＳ
を使用してスケジュールされるデータ送信は、不十分な無線リンク状態を有するそれデバ
イスのためのカバレージ拡張（ＣＥ：coverage enhancement）を実施するために、繰り返
されるかまたはバンドル（bundled）され得る。アップリンクとダウンリンク送信の両方
が、ＳＰＳを使用してスケジュールされ得る。ＳＰＳ構成は、基地局からのＳＰＳアクテ
ィブ化メッセージ（SPS activation message）の一部として、またはＳＰＳ構成メッセー
ジ中のいずれかで確立され得る、あらかじめ定義された数のスケジュールされた送信期間
を含み得る。ＭＴＣデバイスなど、デバイスは、送信のＣＥレベル（たとえば、繰返しレ
ベル）を識別し得、いくつかの場合には、ＣＥレベルに基づいて、ＳＰＳ割当て（SPS-as
signed）リソースの周期性（periodicity）を決定し得る。ＳＰＳを使用して割り当てら
れたリソースは、互いに対して、または動的に割り当てられたリソースに対して優先度を
付けられ得る。いくつかの場合には、ＳＰＳを使用して割り当てられたリソースは、それ
らが、動的に割り当てられたリソースと重複すると決定されたとき、ドロップ（dropped
）され得る。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、ＳＰＳのための構成を示すシグ
ナリングを受信することと、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受
信することと、構成またはダウンリンク制御メッセージに少なくとも部分的に基づいて、
ＳＰＳによって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定することと
、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で基地局と
通信することとを含み得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、ＳＰＳのための構成を示
すシグナリングを受信するための手段と、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メ
ッセージを受信するための手段と、構成またはダウンリンク制御メッセージに少なくとも
部分的に基づいて、ＳＰＳによって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベ
ルを決定するための手段と、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てら
れたリソース上で基地局と通信するための手段とを含み得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、命令は、
プロセッサによって実行されたとき、本装置に、ＳＰＳのための構成を示すシグナリング
を受信することと、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信するこ
とと、構成またはダウンリンク制御メッセージに少なくとも部分的に基づいて、ＳＰＳに
よって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定することと、カバレ
ージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で基地局と通信する
こととを行わせるように動作可能である。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明
される。コードは、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングを受信することと、ＳＰＳを
アクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信することと、構成またはダウンリン
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ク制御メッセージに少なくとも部分的に基づいて、ＳＰＳによって割り当てられたリソー
スのためのカバレージ拡張レベルを決定することと、カバレージ拡張レベルに従って、Ｓ
ＰＳによって割り当てられたリソース上で基地局と通信することとを行うために実行可能
な命令を含み得る。
【００１０】
　[0010]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、ＳＰＳによって割り
当てられたリソースの周期性を決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさら
に含み得る。追加または代替として、いくつかの例では、ＳＰＳのための構成は複数のＳ
ＰＳ周期性を含み、ＳＰＳによって割り当てられたリソースの周期性を決定することは、
カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、複数のＳＰＳ周期性から周期性を
選定することを備える。
【００１１】
　[0011]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、構成の送信期間中にアップリンクデータバッファが空であると決定すること
と、ここにおいて、構成がアップリンクＳＰＳ構成を備える、アップリンクデータバッフ
ァが空であるという決定に少なくとも部分的に基づいて、送信中に、ＳＰＳによって割り
当てられたリソース上で送信することを控えることとを行うためのプロセス、特徴、手段
、または命令をさらに含み得る。いくつかの例は、構成の送信期間中にアップリンクデー
タバッファが空であるかどうかを決定するための指示を受信するためのプロセス、特徴、
手段、または命令を含み得、送信することを控えることは、その指示に少なくとも部分的
に基づき得る。追加または代替として、いくつかの例は、リソース上で送信することを控
えることに少なくとも部分的に基づいて、カウンタを増分することと、カウンタが、しき
い値を超える値を有すると決定することと、カウンタがしきい値を超えるという決定に少
なくとも部分的に基づいて、ＳＰＳアクティブ化を解放することとを行うためのプロセス
、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１２】
　[0012]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを受信す
ることと、動的割当てによって割り当てられたリソースが、ＳＰＳによって割り当てられ
たリソースと重複すると決定することとを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令
をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は、動的割当てに少なくとも部
分的に基づいて通信することと、動的割当てによって割り当てられたリソースが、ＳＰＳ
によって割り当てられたリソースと重複するという決定に少なくとも部分的に基づいて、
ＳＰＳによって割り当てられたリソースの少なくとも一部分上で通信することを控えるこ
ととを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１３】
　[0013]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、ＳＰＳによって割り当てられたリソースはバンドル送信時間間隔（ＴＴＩ
：transmission time interval）を含み、通信することを控えることは、ＴＴＩの少なく
とも１つのバンドルにわたって通信することを控えることを備える。追加または代替とし
て、いくつかの例は、追加のリソースが、ＳＰＳによって割り当てられたリソースと重複
すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、ＳＰＳアクティブ化を解放するため
のプロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１４】
　[0014]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、追加のリソースが、ＳＰＳによって割り当てられたリソースと重複すると決
定することに少なくとも部分的に基づいて、動的割当てによって割り当てられたリソース
上で通信することを控えるためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
追加または代替として、いくつかの例では、通信することを控えることは、構成がアップ
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リンク構成を備えるのかダウンリンク構成を備えるのかに少なくとも部分的に基づく。
【００１５】
　[0015]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、構成は、アップリンクＳＰＳ構成とダウンリンクＳＰＳ構成とを含み、Ｓ
ＰＳによって割り当てられたリソースが、重複するアップリンクリソースとダウンリンク
リソースとを含むと決定すること。追加または代替として、いくつかの例では、基地局と
通信することは、アップリンクリソースまたはダウンリンクリソースの少なくとも一部分
上で通信することを控えることを備える。
【００１６】
　[0016]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、通信のためにアップリンクリソースまたはダウンリンクリソースに優先度を
付けるためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、基地局と通信すること
は、優先度付けに少なくとも部分的に基づいて通信することを備える。追加または代替と
して、いくつかの例では、カバレージ拡張レベルを決定することは、カバレージ拡張レベ
ルのセットからカバレージ拡張レベルを選定することを含み、ここで、セットは、カバレ
ージ拡張なしに対応するレベルを含む。
【００１７】
　[0017]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、ＳＰＳのための構成を示すシグ
ナリングを送信することと、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送
信することと、ここで、構成またはダウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベル
を示す、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上でＵ
Ｅと通信することとを含み得る。
【００１８】
　[0018]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。本装置は、ＳＰＳのための
構成を示すシグナリングを送信するための手段と、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリン
ク制御メッセージを送信するための手段と、ここにおいて、構成またはダウンリンク制御
メッセージがカバレージ拡張レベルを示す、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによ
って割り当てられたリソース上でＵＥと通信するための手段とを含み得る。
【００１９】
　[0019]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、命令は、
プロセッサによって実行されたとき、本装置に、ＳＰＳのための構成を示すシグナリング
を送信することと、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信するこ
とと、ここにおいて、構成またはダウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベルを
示す、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上でＵＥ
と通信することとを行わせるように動作可能である。
【００２０】
　[0020]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明
される。コードは、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングを送信することと、ＳＰＳを
アクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信することと、ここで、構成またはダ
ウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベルを示す、カバレージ拡張レベルに従っ
て、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上でＵＥと通信することとを行うために実行
可能な命令を含み得る。
【００２１】
　[0021]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、複数のカバレージ拡張レベルの各々のための周期性のセットを識別すること
と、周期性の各セットから周期性を選定することと、ここにおいて、ＳＰＳのための構成
が、各セットからの周期性を備える、を行うためのプロセス、特徴、手段、または命令を
さらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は、リソースの動的割当てを備え
る第２のダウンリンク制御メッセージを送信するためのプロセス、特徴、手段、または命
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令を含み得、ここにおいて、動的割当ては、ＳＰＳによって割り当てられたリソースと重
複し得、ＵＥと通信することは、リソースの動的割当てに少なくとも部分的に基づき得る
、通信することを備える。いくつかの例では、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングは
、ＵＥのアップリンクデータバッファが空であるとき、構成の送信期間中に送信すること
を控えるためのUEへの指示を含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
　[0022]本開示の態様は、以下の図を参照して説明される。
【図１】[0023]本開示の様々な態様による、拡張マシンタイプ通信（ｅＭＴＣ）のための
半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）をサポートするワイヤレス通信システムの一例を示
す図。
【図２】[0024]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするワイ
ヤレス通信システムの一例を示す図。
【図３Ａ】[0025]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするシ
ステム内でのＳＰＳ構成およびアクティブ化の例を示す図。
【図３Ｂ】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするシステム
内でのＳＰＳ構成およびアクティブ化の例を示す図。
【図４Ａ】[0026]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするシ
ステム内でのリソース割当て優先度付けの例を示す図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするシステム
内でのリソース割当て優先度付けの例を示す図。
【図４Ｃ】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするシステム
内でのリソース割当て優先度付けの例を示す図。
【図４Ｄ】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするシステム
内でのリソース割当て優先度付けの例を示す図。
【図５】[0027]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするシス
テムにおけるプロセスフローの一例を示す図。
【図６】[0028]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする１つ
または複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図７】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする１つまたは
複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図８】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする１つまたは
複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図９】[0029]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする、ユ
ーザ機器（ＵＥ）を含む、システムの一例を示す図。
【図１０】[0030]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする１
つまたは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１１】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする１つまた
は複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１２】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする１つまた
は複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１３】[0031]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする、
基地局を含む、システムの一例を示す図。
【図１４】[0032]本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする方
法を示す図。
【図１５】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする方法を示
す図。
【図１６】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする方法を示
す図。
【図１７】本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする方法を示
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す図。
【詳細な説明】
【００２３】
　[0033]いくつかのワイヤレスシステムは、バンドルとして知られるグループ中で、繰り
返される情報を送信することによって、ユーザ機器（ＵＥ）と基地局との間の通信のため
のカバレージ拡張（ＣＥ）をサポートし得る。いくつかの場合には、ＣＥは、不十分なチ
ャネル品質状態の下で動作しているＵＥｓのための送信品質を保証するために、送信をバ
ンドルすること（たとえば、インスタンス（instances）を繰り返すこと）を含み得る。
いくつかのワイヤレスシステムはまた、ＵＥｓおよび基地局など、デバイス間で（バンド
ルされることもバンドルされないこともある）周期情報を送信するために、半持続性スケ
ジューリング（ＳＰＳ）を使用し得る。したがって、本明細書で説明されるものを含むい
くつかのワイヤレスシステムは、ＳＰＳとＣＥとを採用することによって、低電力、低複
雑度デバイス（たとえば、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイス）をサポートし得る。
【００２４】
　[0034]低コストまたは低複雑度デバイスからのおよびそれへの送信は比較的少量のデー
タを含み得、ＳＰＳを使用することは、そのデータに関連する制御チャネルのためのオー
バーヘッドの量を低減し得る。ＭＴＣデバイスなど、低コストまたは低複雑度デバイスは
また、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel
）と物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）の
両方のために狭帯域半二重ユニキャスト送信を使用し得る。したがって、ＭＴＣデバイス
は、所与の時間において送信または受信のいずれかに制限され得る。
【００２５】
　[0035]以下で説明されるように、送信繰返しのレベルを含む、ＳＰＳアクティブ化とＣ
Ｅに関係する情報は、アップリンクまたはダウンリンク許可を使用して、あるいは上位シ
グナリングを用いて、あるいはその両方で動的に示され得る。ＳＰＳベースの通信のため
の周期性およびバンドルサイズ（bundle size）（すなわち、ＣＥレベル）は、そのデバ
イスが無線接続を確立したとき、またはＳＰＳが（たとえば、許可を用いて）アクティブ
化されたとき、特定のデバイスのために構成され得る。
【００２６】
　[0036]いくつかのＭＴＣデバイスとのＳＰＳベースの通信を可能にするために、たとえ
ば、ＳＰＳ期間は、バンドル送信が再発生（reoccurring）ＳＰＳ期間において送信され
得るので、バンドルサイズ（たとえば、繰り返される送信の数）よりも大きいことがある
。ＣＥなしにＳＰＳを採用するように構成されたものを含むいくつかのシステムでは、Ｓ
ＰＳの値の範囲が、すべてのバンドルサイズ（たとえば、ＣＥレベル）に適応するには不
十分であることがある。したがって、本明細書で説明されるように、ＳＰＳ周期性は、シ
ステム内で採用されるＣＥレベルに基づいて変更または確立され得る。
【００２７】
　[0037]主に、より複雑度が高い（higher-complexity）デバイスまたはユーザ集約的動
作（たとえば、ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ））のためにＳＰＳ
を採用するものを含む、いくつかのワイヤレスシステムでは、ＵＥは、ＳＰＳ割当てのア
ップリンク送信期間中（SPS-assigned uplink transmission period）にデータが利用可
能でない場合、パディングビットを送信し得る。しかしながら、パディングを送信するこ
とは、特に、大きいバンドリングが使用される場合、電力およびリソース管理にとって非
効率的であり得る。したがって、本明細書で説明されるように、ＵＥｓおよびＭＴＣデバ
イスは、たとえば、アップリンクデータバッファが空である場合、ＳＰＳ割当てのアップ
リンク送信期間中に送信することを控えるように構成され得る。したがって、パディング
を送信するのではなく、ＵＥまたはＭＴＣデバイスは、それが送るべきデータを有しない
場合、送信することを控えることによってリソースを温存し得る。いくつかの場合には、
複数のインスタンスについてＳＰＳ割当て送信期間中にアップリンク送信を控えたＵＥま
たはＭＴＣデバイスは、それのＳＰＳ割当てを解放し得る。
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【００２８】
　[0038]ＵＥｓおよびＭＴＣデバイスは、ＳＰＳ割当てリソースと動的に割り当てられた
リソースの両方を使用し得る。いくつかの場合には、ＵＥは、既存のＳＰＳ割当てリソー
スと時間領域において重複するリソースのための動的割当てを受信し得る。（たとえば、
ＣＥのための）バンドリングにより、そのような重複は、より普及し得、または部分的に
重複する割り当てられたリソースを生じ得る。動的に割り当てられたリソースとＳＰＳ割
当てリソースの重複がある場合、ＵＥまたは基地局は、割当ての一方または両方を使用し
て送信するためのルールを決定し得る。たとえば、ＳＰＳ割当ては解放され得るか、また
はそれは構成されたままであり得る。いくつかの場合には、ＳＰＳ割当てアップリンクと
ダウンリンクリソースとが重複し得、送信に優先度を付けるためにルールが採用され得る
。
【００２９】
　[0039]上記で紹介された本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストにお
いて以下でさらに説明される。次いで、ＳＰＳ構成のための、および割り当てられたリソ
ースが重複するときのリソース優先度付けのための特定の例が説明される。本開示のこれ
らおよび他の態様は、さらに、ｅＭＴＣのためのＳＰＳに関係する装置図、システム図、
およびフローチャートによって示され、それらを参照しながら説明される。
【００３０】
　[0040]図１は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするワ
イヤレス通信システム１００の一例を示す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１
０５と、ユーザ機器（ＵＥｓ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。いくつかの
例では、ワイヤレス通信システム１００はロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／Ｌ
ＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークであり得る。ワイヤレス通信システム１０
０は、制御シグナリングオーバーヘッドを低減するために、ＭＴＣデバイスのためのＳＰ
Ｓをサポートし得る。
【００３１】
　[0041]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥｓ１１５とワ
イヤレスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に
通信カバレージを与え得る。ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１
２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基地局１０
５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス
通信システム１００全体にわたって分散され得、各ＵＥ１１５は固定または移動であり得
る。ＵＥｓ１１５は、移動局、加入者局、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アク
セス端末、ハンドセット、ユーザエージェント、クライアント、または何らかの他の好適
な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５はまた、セルラーフォン、ワイヤレスモデム、
ハンドヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス
、ＭＴＣデバイスなどであり得る。
【００３２】
　[0042]ＭＴＣデバイスは、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信を実装するものを含み得る
自動ワイヤレス通信を与え得る。Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、デバイスが人の介入なしに互い
にまたは基地局１０５と通信することを可能にするデータ通信技術を指すことがある。た
とえば、Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、情報を測定またはキャプチャするためにセンサーまたは
メーターを組み込み、情報を活用することができる中央サーバまたはアプリケーションプ
ログラムにその情報を中継するか、あるいはプログラムまたはアプリケーションと対話す
る人間に情報を提示する、デバイスからの通信を指すことがある。ＭＴＣデバイスであり
得るいくつかのＵＥｓ１１５は、情報を収集するか、または機械の自動化された挙動を可
能にするように設計されたものであり得る。ＭＴＣデバイスであるＵＥｓ１１５は、上述
の低コストまたは低複雑度デバイスを含み得、カバレージ拡張技法を使用してアップリン
クおよびダウンリンクにおいて通信し得る。
【００３３】
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　[0043]ＭＴＣデバイスのための適用の例としては、スマートメータリング、インベント
リ監視、水位監視、機器監視、ヘルスケア監視、野生生物監視、天候および地質学的事象
監視、フリート管理およびトラッキング、リモートセキュリティ検知、物理的アクセス制
御、ならびにトランザクションベースのビジネスの課金がある。ＭＴＣデバイスは、低減
されたピークレートにおいて半二重（一方向）通信を使用して動作し得る。ＭＴＣデバイ
スはまた、アクティブ通信に関与していないとき、電力節約「ディープスリープ」モード
に入るように構成され得る。
【００３４】
　[0044]基地局１０５は、コアネットワーク１３０および互いと通信し得る。たとえば、
基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネット
ワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、直接または間接的のいずれか
で（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）バックホールリンク１３４（たとえば
、Ｘ２など）を介して互いと通信し得る。基地局１０５は、ＵＥｓ１１５との通信のため
の無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ（図示せ
ず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、スモール
セル、ホットスポットなどであり得る。基地局１０５はｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５と呼
ばれることもある。
【００３５】
　[0045]いくつかの場合には、ワイヤレス通信システム１００は、セルエッジに位置する
か、低電力トランシーバを用いて動作するか、あるいは高干渉または経路損失を経験する
ＵＥｓ１１５のための通信リンク１２５の品質を改善するために、カバレージ拡張（ＣＥ
）技法を利用し得る。ＣＥ技法は、繰り返される送信、送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリ
ング、ＨＡＲＱ再送信、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）ホッピング、ビー
ムフォーミング、電力ブースティング、または他の技法を含み得る。使用されるＣＥ技法
は、異なる状況におけるＵＥｓ１１５の固有のニーズに依存し得る。たとえば、ＴＴＩバ
ンドリングは、冗長性バージョンを再送信する前に否定応答（ＮＡＣＫ）を待つのではな
く、連続ＴＴＩのグループ中に同じ情報の複数のコピーを送ることを伴い得る。ＴＴＩバ
ンドリングは、デバイス間のチャネル品質が不十分であるときに通信するために有効であ
り得、あるいは他の場合には、ユーザがボイスオーバーロングタームエボリューション（
ＶｏＬＴＥ）またはＶＯＩＰ通信に関与するために有効であり得る。
【００３６】
　[0046]いくつかの例では、ＣＥは、ＨＡＲＱ再送信の数を増加させることを含み得る。
また、アップリンクデータ送信が、周波数ダイバーシティを達成するために、周波数ホッ
ピングを使用して送信され得る。追加または代替として、ビームフォーミングが、特定の
方向において信号の強度を増加させるために使用され得、または送信電力が単に増加され
得る。いくつかの場合には、１つまたは複数のＣＥオプションが組み合わせられ得、本技
法が信号を改善することが予想されるデシベル数に基づいて、ＣＥレベルが定義され得（
たとえば、ＣＥなし、５ｄＢ　ＣＥ、１０ｄＢ　ＣＥ、１５ｄＢ　ＣＥなど）、各ＣＥレ
ベルは、ＴＴＩバンドリング繰返しの数、周波数ホッピング、またはビームフォーミング
のうちの１つまたは複数に関連し得る。
【００３７】
　[0047]ワイヤレス通信システム１００は、ＵＥｓ１１５との通信のために制御シグナリ
ングを使用し得る。たとえば、ＰＤＣＣＨは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）中でダウンリ
ンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し得、それは９つの論理的に隣接するリソース要素グルー
プ（ＲＥＧ）からなり得、ここで、各ＲＥＧは４つのリソース要素（ＲＥ）を含んでいる
。ＤＣＩは、ダウンリンク（ＤＬ）スケジューリング割当て、アップリンク（ＵＬ）リソ
ース許可、送信方式、ＵＬ電力制御、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）情報、変調
およびコーディング方式（ＭＣＳ）に関する情報、ならびに他の情報を含み得る。ＳＰＳ
アクティブ化メッセージはＤＣＩ中に含まれ得る。
【００３８】



(11) JP 6728330 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

　[0048]ＤＣＩメッセージのサイズおよびフォーマットは、ＤＣＩによって搬送される情
報のタイプおよび量に応じて異なることがある。たとえば、空間多重化がサポートされる
場合、ＤＣＩメッセージのサイズは連続周波数割当（contiguous frequency allocations
）と比較して大きい。同様に、多入力多出力（ＭＩＭＯ）を採用するシステムの場合、Ｄ
ＣＩは、追加のシグナリング情報を含み得る。ＤＣＩサイズおよびフォーマットは、情報
の量、ならびに帯域幅、アンテナポートの数、および複信モードなどのファクタに依存す
る。
【００３９】
　[0049]ＰＤＣＣＨは複数のユーザに関連するＤＣＩメッセージを搬送することができ、
各ＵＥ１１５は、それを対象とするＤＣＩメッセージを復号し得る。たとえば、各ＵＥ１
１５はセル無線ネットワーク一時識別情報（Ｃ－ＲＮＴＩ：cell radio network tempora
ry identity）を割り当てられ得、各ＤＣＩにアタッチされた（attached）巡回冗長検査
（ＣＲＣ）ビットが、Ｃ－ＲＮＴＩに基づいてスクランブルされ得る。ユーザ機器におけ
る電力消費およびオーバーヘッドを低減するために、ＣＣＥロケーションの限られたセッ
トが、特定のＵＥ１１５に関連するＤＣＩのために指定され得る。ＣＣＥは（たとえば、
１つ、２つ、４つおよび８つのＣＣＥのグループに）グループ化され得、ユーザ機器が、
関係するＤＣＩを発見し得る、ＣＣＥロケーションのセットが指定され得る。これらのＣ
ＣＥは、探索空間として知られることがある。
【００４０】
　[0050]探索空間は、共通ＣＣＥ領域または探索空間と、ＵＥ固有（専用）ＣＣＥ領域ま
たは探索空間との２つの領域に区分され得る。共通ＣＣＥ領域は、基地局１０５によって
サービスされるすべてのＵＥｓによって監視され、ページング情報、システム情報、ラン
ダムアクセスプロシージャなどの情報を含み得る。ＵＥ固有探索空間は、ユーザ固有制御
情報を含み得る。ＣＣＥはインデックス付けされ得、共通探索空間はＣＣＥ０から開始し
得る。ＵＥ固有探索空間のための開始インデックスは、Ｃ－ＲＮＴＩ、サブフレームイン
デックス、ＣＣＥアグリゲーションレベルおよびランダムシードに依存する。ＵＥ１１５
は、ＤＣＩが検出されるまで探索空間がその間にランダムに復号される、ブラインド復号
として知られるプロセスを実行することによってＤＣＩを復号することを試み得る。ブラ
インド復号の間に、ＵＥ１１５は、それのＣ－ＲＮＴＩを使用してすべての潜在的ＤＣＩ
メッセージのデスクランブルを試み得、その試みが成功したかどうかを決定するためにＣ
ＲＣチェックを実行し得る。
【００４１】
　[0051]上述のように、基地局１０５およびＵＥ１１５は、制御シグナリングオーバーヘ
ッドを低減するために半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）を利用し得る。ＳＰＳは、所
与の周期性をもつスケジュールされたリソースの通常パターンを確立することを伴い得、
あらかじめ定義された時間期間の間使用され得る。すなわち、ＵＥ１１５は、ＳＰＳ無線
ネットワーク一時識別情報（ＳＰＳ－ＲＮＴＩ）と周期性とを用いてｅＮＢによって事前
構成（pre-configured）され得る。ＵＥ１１５が、（一般的なＣ－ＲＮＴＩの代わりに）
ＳＰＳ－ＲＮＴＩを使用した割当を受信した場合、割当は、事前構成された周期性に従っ
て繰り返され得る。ＳＰＳ中に、ＲＢ割当てならびに変調およびコーディング方式（ＭＣ
Ｓ）など、いくつかのパラメータは固定のままであり得る。これのために、無線リンク状
態が変化した場合、新しい割当が送られ得る。
【００４２】
　[0052]インクリメンタル冗長（incremental redundancy）（すなわち、後続のＨＡＲＱ
送信）など、いくつかの割当は、動的スケジューリングを使用して別々にスケジュールさ
れ得る。いくつかの場合には（たとえば、動的スケジューリングとの競合に基づいて、ま
たはデータ転送が完了したとき）、ＳＰＳは、明示的シグナリング、所定のルールを使用
して、または非アクティビティタイマーに基づいて非アクティブ化され得る。
【００４３】
　[0053]ＳＰＳは、ＭＴＣデバイスなど、ＵＥｓ１１５との通信のために使用され得る。
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また、データ送信は、不十分な無線状態を緩和し得るＣＥを実施するために、各ＳＰＳ期
間中に繰り返され、互いにバンドルされ得る。ＳＰＳ割当て通信は、アップリンク送信と
ダウンリンク送信の両方において使用され得る。ＳＰＳ構成は、基地局からのＳＰＳアク
ティブ化メッセージの一部として、またはＳＰＳ構成メッセージ中のいずれかで確立され
得る、反復のあらかじめ定義された数を含み得る。ＵＥ１１５は、送信のＣＥレベルを識
別し得、いくつかの場合には、ＣＥレベルに基づいてＳＰＳの周期性を決定し得る。
【００４４】
　[0054]図２は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするワ
イヤレス通信システム２００の一例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参
照しながら説明されたＵＥ１１５基地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１５－ａと基地局
１０５－ａとを含み得る。ワイヤレス通信システム２００は、制御シグナリングオーバー
ヘッドを低減するために、（ＭＴＣデバイスであり得る）ＵＥ１１５－ａのためのＳＰＳ
をサポートし得る。
【００４５】
　[0055]ワイヤレス通信システム２００は、連続ＴＴＩ中で、繰り返される情報（すなわ
ち、バンドル）を送信することによって、ＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ａとの間の通
信のためのＣＥをサポートし得る。いくつかの場合には、情報は、不十分なチャネル品質
状態の下で送信が正常に受信されることになる可能性を増加させるためにバンドルされ得
る。ワイヤレス通信システム２００は、ＵＥ１１５－ａおよび基地局１０５－ａなど、デ
バイス間で周期情報、たとえばＴＴＩのバンドルを送信するためにＳＰＳ得る。ワイヤレ
ス通信システム２００は、ＳＰＳ送信を使用して、低電力、低複雑度デバイス（たとえば
、ＭＴＣデバイス）をサポートし得る。送信は比較的少量の情報を含み得、ＳＰＳを使用
することは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control 
channel）に適したオーバーヘッドの量を低減し得る。
【００４６】
　[0056]ワイヤレス通信システム２００は、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
）と物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の両方について低コストおよびＣＥの
ために狭帯域半二重ユニキャスト送信をサポートし得る。低コストの場合、ＵＥ１１５－
ａは、限られた能力を有するか、または、同時に送信および受信することができないこと
がある。ＣＥの場合、アップリンクまたはダウンリンク許可中で繰返しの量が動的に示さ
れ得る。繰返しの量は、明示的にまたは暗黙的に構成され得る、あらかじめ定義された値
のセットに基づき得る。動的指示は、指示のために再利用し得る既存のダウンリンク制御
（ＤＣＩ）フィールドを通して、または新しいＤＣＩフィールドを通して送られ得る。
【００４７】
　[0057]ＳＰＳ割当てリソースを使用するために、ＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ａと
の間にＳＰＳ通信が最初に確立され得、それはＳＰＳ通信と呼ばれることがある。ＳＰＳ
通信は、基地局１０５－ａからＵＥ１１５－ａに送られる上位レイヤシグナリングまたは
物理チャネルメッセージによって、またはその両方で構成され、アクティブ化され得る。
構成情報は、ＳＰＳ割当てのための繰返し情報を含み得、ここで、繰返し情報は、ＳＰＳ
情報がバンドル中で繰り返されるべき回数を含み得る。いくつかの場合には、ＳＰＳ構成
情報およびアクティブ化はＰＤＣＣＨ上の許可中で示され得る。いくつかの場合には、Ｓ
ＰＳ通信はワイヤレスシステムの上位レイヤによって構成され得、たとえば無線リソース
制御（ＲＲＣ）中のＳＰＳ構成メッセージの一部でありえる。
【００４８】
　[0058]ＳＰＳ通信が確立されると、ＳＰＳ通信の周期性およびバンドルサイズ「ｎ」が
構成され得る。上記で説明されたように、ＳＰＳ期間は、バンドルが、たとえば、再発生
ＳＰＳ期間（reoccurring SPS periods）において送信され得るので、バンドルサイズよ
りも大きいこと。したがって、システム２００は、たとえば、ＣＥレベルまたはＳＰＳ割
当て送信のＴＴＩバンドルサイズに応じて、ＳＰＳ周期性の複数のセットを使用し得る。
【００４９】
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　[0059]例として、適切なＳＰＳ周期性を管理するために、ＳＰＳ周期性の複数のセット
が定義され得る。各セットは、繰返しレベルに対応し得、たとえば、可能なＳＰＳ周期性
のリストを含んでいることがある。いくつかの例では、４つの可能な繰返しレベルを表す
ために２ビットが使用され得、各リストはＮ個の値を有する。１つのセットは、周期性ｐ
１１～ｐ１Ｎを含んでいることがある。第２のセットは、周期性ｐ２１～ｐ２Ｎを含んで
いることがある。第３のセットは、周期性ｐ３１～ｐ３Ｎを含んでいることがある。第４
のセットは、周期性ｐ４１～ｐ４Ｎを含んでいることがある。これらの４つのセットは、
それぞれセット１～セット４と呼ばれることがある。
【００５０】
　[0060]ＵＥ１１５は、複数のＳＰＳ周期性を用いてＲＲＣによって構成され得る。たと
えば、ＵＥ１１５－ａは、各可能な繰返しレベルのうちの１つのために構成されたＳＰＳ
を有し得る。ＵＥ１１５－ａは、たとえば、セット１から取られた第１の周期性、セット
２から取られた第２の周期性、セット３からの第３の周期性、セット４から取られた第４
の周期性、またはそれらの周期性の任意の組合せにおいて送信し得る。ＳＰＳアクティブ
化許可中で示された繰返しレベルに基づいて、ＵＥ１１５－ａは、それの構成されたＳＰ
Ｓ周期性に気づいていることがあり、ここで、アクティブ化許可中のビットの数、たとえ
ば２が、ＳＰＳ期間とＳＰＳバンドリングとを示し得る。
【００５１】
　[0061]いくつかの場合には、ＳＰＳ割当てリソースのアップリンク送信期間中に送るた
めに十分なアップリンクデータが利用可能でない場合、ＵＥｓはパディングビットを送信
し得る。パディングを送信することは、特に、大きいバンドリングが使用される場合、非
効率的な電力およびリソース管理であり得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、アップリ
ンクデータが送信のために利用可能であるとき、ＳＰＳ割当てアップリンクリソース上で
送信するように構成され得、ＵＥ１１５－ａは、そうでない場合、アップリンク送信期間
中に送信することを控え得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａがバッファ中に情報を有する場
合、ＵＥ１１５－ａはＳＰＳ割当てアップリンクリソース上で送信し得る。ＵＥ１１５－
ａが、アップリンク送信間隔中に空のバッファを有する場合、送信することを控えマイ。
以下でさらに説明されるように、ＵＥ１１５－ａは、空のバッファによりＳＰＳ送信を実
行しないときに、ＳＰＳ暗黙的解放カウンタ（SPS implicit release counter）を１だけ
更新し得、ここで、バンドルオケージョンは、たとえば、１つのＳＰＳ送信試み（SPS tr
ansmission attempt）と見なされ得る。
【００５２】
　[0062]システム２００を含むいくつかのワイヤレスシステムは、ＳＰＳ割当てリソース
と動的に割り当てられたリソースの両方を使用し得る。いくつかの場合には、ＵＥ１１５
は、前のＳＰＳ割当てと時間領域において重複する動的割当てを受信し得る。バンドリン
グにより、送信は、いくつかの場合には部分的に重複し得る。動的割当ては、ＳＰＳ割当
てと同じまたは異なるバンドリングサイズを有し得る。
【００５３】
　[0063]例として、動的割当てとＳＰＳ割当てリソースの重複がある場合、動的割当てが
、いくつかの場合には優先し得る。動的割当てが優先する場合、重複ＳＰＳ割当てはオー
バーライド（overridden）され得る。いくつかの場合には、ＳＰＳ割当てをオーバーライ
ドすることは、重複部分ではオーバーライドし、非重複部分では有効のままであることを
含み得る。別の場合には、ＳＰＳ割当てをオーバーライドすることは、ＳＰＳバンドル全
体をオーバーライドすることを含み得る。
【００５４】
　[0064]ＳＰＳ割当てと動的割当てとが重複する場合、ＳＰＳ割当ては解放され得るか、
またはそれは構成されたままであり得る。ＳＰＳ割当てが解放された場合、ＳＰＳ送信は
停止し得、ＵＥ１１５がＳＰＳ割当てを再構成しない限り、送信しないことがある。ＳＰ
Ｓ割当てが構成されたままである場合、ＳＰＳ割当ては、次のＳＰＳ期間中に再び送信し
得る。いくつかの場合には、ＵＥ１１５は、たとえば、許可監視（grant monitoring）を
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スキップすること、または重複をエラー事例として扱うことによって、重複する動的割当
てを完全に無視し得る。動的割当てを無視することは、いくつかのタイプのＳＰＳ割当て
に適していることがあり、たとえば、ＳＰＳ通信がアップリンクを通るのかダウンリンク
を通るのかに基づき得る。
【００５５】
　[0065]ＵＥ１１５－ａは、アップリンク送信とダウンリンク受信または監視とを同時に
実行する限られた能力を有し得る。ＳＰＳ割当てリソースのバンドリングサイズは、アク
ティブ化、またはいくつかの場合には再アクティブ化中に動的に変更され得るので、アッ
プリンクおよびダウンリンクＳＰＳ割当てリソースの重複が発生し得る。たとえば、非重
複部分中に１つの割当てを有効として扱うこと、または少なくとも部分的に重複するバン
ドルの各ＴＴＩについて、他を無効と見なし、そして割当てのうちの１つに優先度を付け
ることによって、システム２００は割当ての内の１つまたは他に優先度を付け得る。
【００５６】
　[0066]図３Ａおよび図３Ｂは、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳを
サポートするシステム内でのＳＰＳ構成およびアクティブ化方式３０１および３０２の例
を示す。ＳＰＳ構成およびアクティブ化方式３０１および３０２は、図１～図２を参照し
ながら説明されたように、ＵＥ１１５および基地局１０５によって使用され得る。ＳＰＳ
構成およびアクティブ化方式３０１は、ＣＥレベル情報（たとえば、ＴＴＩバンドリング
、電力ブースティング、ビームフォーミングなど）がＳＰＳアクティブ化許可３０５中に
含まれる一例を表し得る。ＳＰＳ構成およびアクティブ化方式３０２は、ＣＥレベル情報
（たとえば、ＴＴＩバンドリング、電力ブースティング、ビームフォーミングなど）がＳ
ＰＳ構成メッセージ３２０中に含まれる一例を表し得る。
【００５７】
　[0067]ＳＰＳアクティブ化許可３０５は、（たとえば、ＳＰＳが上位レイヤによってす
でに構成された後に）周期的間隔でアップリンクまたはダウンリンクリソースを割り当て
ることによってＳＰＳ通信を開始するために送られ得る。ＳＰＳアクティブ化許可３０５
は、基地局１０５からＵＥ１１５に送られ得る。いくつかの場合には、ＳＰＳアクティブ
化許可３０５は、ＳＰＳ割当てのための繰返し情報を含み得、ＰＤＣＣＨ上で送られ得る
。ＳＰＳ割当てのための繰返し情報は、ＳＰＳ送信の反復の数、周期性、持続時間を含み
得る。
【００５８】
　[0068]ＳＰＳ期間３１０－ａ、３１０－ｂ、３１０－ｃ、および３１０－ｄは、ＳＰＳ
送信のための再発生時間フレームであり得る。すなわち、ＳＰＳ期間３１０－ａ、３１０
－ｂ、３１０－ｃ、および３１０－ｄは、ＵＥがアップリンク通信において、または基地
局がダウンリンク通信においてのいずれかでＳＰＳ情報を送信するための時間の割り当て
られた量であり得る。ＳＰＳ期間３１０は、各ＳＰＳ送信バンドル３１５のために確保さ
れた時間よりも長い持続時間を有し得る。ＳＰＳ期間３１０－ａおよびＳＰＳ期間３１０
－ｂのためのバンドリング情報は、ＳＰＳアクティブ化許可３０５からの情報に部分的に
基づいて決定され得る。
【００５９】
　[0069]ＳＰＳ送信バンドル３１５－ａおよびＳＰＳ送信バンドル３１５－ｂは、それぞ
れＳＰＳ期間３１０－ａおよび３１０－ｂ内に送られ得る。ＳＰＳ送信バンドル３１５－
ａは、カバレージ拡張をサポートするための繰り返される情報を含み得る。同じ情報を複
数回送ることによって、受信機は、情報を１回送信することによるよりも高い信号強度で
情報を取得し得る。ＳＰＳ送信バンドル３１５－ｂも、繰り返される情報のバンドルを含
み得るが、それは、ＳＰＳ送信バンドル３１５－ａ中に含まれているものとは異なる繰り
返される情報であり得る。ＳＰＳ送信は、ＳＰＳアクティブ化許可３０５中で指定された
以前に示された反復の数にわたってＳＰＳ送信バンドル３１５－ａおよび３１５－ｂを送
ることを伴い得る。所定の反復の数にわたってＳＰＳ送信バンドル３１５を送った後、Ｓ
ＰＳ通信は、後続のＳＰＳ送信のために再構成され得る。
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【００６０】
　[0070]繰返し情報は、代替的に、ＲＲＣシグナリング中で送り得るＳＰＳ構成メッセー
ジ３２０の一部など、上位レイヤシグナリング中で送られ、構成され得る。すなわち、Ｓ
ＰＳ期間３１０－ｃおよびＳＰＳ期間３１０－ｄのためのバンドリング情報は、ＳＰＳ構
成メッセージ３２０からの情報に部分的に基づいて決定され得る。次いで、ＳＰＳアクテ
ィブ化３２５が、ＳＰＳ通信を初期化するために送られ得る。通信を初期化した後、ＳＰ
Ｓ送信バンドル３１５－ｃおよび３１５－ｄは、それぞれＳＰＳ期間３１０－ｃおよび３
１０－ｄ中に送られ得る。ＳＰＳ通信は、ＳＰＳ構成メッセージ３２０中で指定された以
前に示された反復の数にわたってＳＰＳ送信バンドルｓ３１５を送ることを伴い得る。
【００６１】
　[0071]図４Ａ、図４Ｂ、図４Ｃ、および図４Ｄは、本開示の様々な態様による、ｅＭＴ
ＣのためのＳＰＳをサポートするシステム内でのリソース割当ての優先度付け方式４０１
、４０２、４０３、および４０４を示す。優先度付け方式４０１、４０２、４０３、およ
び４０３は、図１～図２を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５および基地局１０
５によって使用され得る。
【００６２】
　[0072]ＳＰＳ送信バンドル４０５－ａはＳＰＳ期間４１０－ａ内に送られ得る。ＳＰＳ
送信バンドルの持続時間は、それのそれぞれのＳＰＳ期間の持続時間よりも短いことがあ
る。したがって、ＳＰＳ送信バンドル４０５－ａの持続時間は、ＳＰＳ期間４１０－ａの
持続時間よりも短いことがある。ＳＰＳ送信バンドル４０５－ａなどの送信は、いくつか
の場合には、動的送信によって中断されないことがあり、送信バンドル全体が受信され得
る。これは、動的割当てとＳＰＳ送信バンドル４０５－ａとの間に重複がないことを示し
得る。
【００６３】
　[0073]いくつかの場合には、ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｂなどのＳＰＳ送信は、重複
する動的送信４２５－ａなど、動的送信と重複し得る。ＵＥ１１５は、動的に割り当てら
れたリソースのための許可を受信すると、ＳＰＳ割当てリソースと動的に割り当てられた
リソースとが時間的に重複すると決定し得る。本明細書で説明される動的に割り当てられ
たリソースは、ダウンリンク制御チャネル中のダウンリンク許可をもつ、特定のＵＥ１１
５に割り当てられた物理共有チャネルのリソースを含み得る。ＳＰＳ割当てリソースと動
的に割り当てられたリソースが重複するバンドルの場合、受信機は、いくつかの方法のう
ちの１つで、重複するＳＰＳ通信を扱い得る。
【００６４】
　[0074]例として、優先度付け方式４０１では、ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｂは、無中
断部分４１５－ａおよび中断部分４２０－ａなど、２つの部分を含み得る。無中断部分４
１５－ａは、動的送信４２５と重複しないＳＰＳ送信バンドル４０５の一部分（たとえば
、ＳＰＳ割当てリソース）を含んでいることがある。中断部分４２０－ａは、たとえば、
重複する動的送信４２５－ａと同時に受信されるようにスケジュールされ得る。デバイス
は、無中断部分４１５－ａを受信するが、ＳＰＳ通信を中止し得る。ＳＰＳ送信は、バン
ドルされた繰り返される情報を含んでいることがあるので、無中断部分４１５－ａの一部
はまだ有用であり得る。中断ＳＰＳ期間４１０－ｂの後、ＳＰＳ解放（SPS released）４
３５－ａの時間期間が、無期限に、またはＳＰＳ通信が再構成されそして再アクティブ化
されるまで持続し得る。受信機は、ＳＰＳ解放４３５－ａの時間期間中に動的送信４３０
－ｂおよび４３０－ａを受信し続け得る。
【００６５】
　[0075]優先度付け方式４０２では、デバイスは、ＳＰＳ期間４１０－ｃ中にＳＰＳ送信
バンドル４０５－ｃを受信し得る。ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｃは無中断部分を含んで
いないことがある。ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｄは、動的送信、たとえば、重複する動
的送信４２５－ｂと重複し得、無中断部分４１５－ｂおよび中断部分４２０－ｂなど、２
つの個別部分を含んでいることがある。無中断部分４１５－ｂは、動的送信４２５と重複



(16) JP 6728330 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

しないＳＰＳ送信バンドル４０５の一部分を含んでいることがある。中断部分４２０－ｂ
は、たとえば、重複する動的送信４２５－ｂと同時に受信されるようにスケジュールされ
得る。デバイスは、無中断部分４１５－ｂを受信し、さらなるＳＰＳ送信を続け得る。
【００６６】
　[0076]ＳＰＳ送信は、バンドルされた繰り返される情報を含んでいることがあるので、
無中断部分４１５－ｂの一部はまだ有用であり得る。中断ＳＰＳ期間４１０－ｄの後、Ｓ
ＰＳ通信は、以前に構成された数の送信反復にわたって続き得る。ＳＰＳ期間４１０－ｅ
中に、受信デバイスはＳＰＳ送信バンドル４０５－ｅを受信し続け得る。受信機はまた、
動的送信４３０－ｃおよび４３０－ｄを受信し続け得る。
【００６７】
　[0077]優先度付け方式４０３によって示される例では、デバイスは、ＳＰＳ期間４１０
－ｆ中にＳＰＳ送信バンドル４０５－ｆを受信し得る。ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｆは
無中断部分をまったく含んでいないことがある。ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｇは、動的
送信、たとえば動的送信４２５－ｃと重複し得る。受信機は、ＳＰＳ送信バンドル４０５
－ｇのすべてを中断部分４２０－ｃとして扱うことを選択し、バンドル全体を無視し得る
。送信バンドルが中断されると、受信機は、ＳＰＳ通信を中止することを選択し得る。中
断ＳＰＳ期間４１０－ｇの後、ＳＰＳ解放４３５－ｂの時間期間が、ＳＰＳ通信が再構成
され、そして再アクティブ化されるまで、無期限に持続し得る。受信機は、ＳＰＳ解放４
３５－ｂの時間期間中に動的送信４３０－ｆおよび４３０－ｅを受信し続け得る。
【００６８】
　[0078]優先度付け方式４０４の例では、デバイスは、ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｈを
受信し得る。ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｈは無中断部分をまったく含んでいないことが
ある。ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｉは、動的送信、たとえば動的送信４２５－ｄと重複
し得る。受信機は、ＳＰＳ送信バンドル４０５－ｉのすべてを中断部分４２０－ｄとして
扱うことを選択し、バンドル全体を無視し得る。受信機は、送信が中断されたにもかかわ
らず、ＳＰＳ通信を続けることを選択し得る。中断ＳＰＳ期間４１０－ｉの後、ＳＰＳ通
信は、以前に構成された反復の数にわたって続き得る。ＳＰＳ期間４１０－ｊ中に、受信
デバイスは、さらなるＳＰＳ送信バンドル４０５－ｊ、ならびに動的送信４３０－ｇおよ
び４３０－ｈを受信し得る。
【００６９】
　[0079]図５は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするプ
ロセスフロー５００の一例を示す。プロセスフロー５００はＵＥ１１５－ｂと基地局１０
５－ｂとを含み得、それは図１および図２を参照しながら説明されたＵＥ１１５および基
地局１０５の例であり得る。
【００７０】
　[0080]ステップ５０５において、ＵＥ１１５－ｂは、ＳＰＳ構成情報を示すシグナリン
グを受信し得る。いくつかの場合には、構成信号は、バンドリング情報を含むＣＥ構成情
報を含んでいることがある。ステップ５１０において、ＵＥ１１５－ｂは、ＳＰＳをアク
ティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信し得る。いくつかの場合には、アクティ
ブ化メッセージはバンドリング情報を含み得る。アクティブ化メッセージは、たとえばＰ
ＤＣＣＨ上で送られ得る。
【００７１】
　[0081]ステップ５１５において、ＵＥ１１５－ｂは、構成またはダウンリンク制御メッ
セージに基づいて、ＳＰＳによって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベ
ルを決定し得る。すなわち、いくつかの例では、ＣＥレベルは、ＲＲＣシグナリング中で
受信されたＳＰＳ構成情報によって決定され得る。他の場合には、ＣＥレベルは、ダウン
リンク制御メッセージ中で受信された、ＳＰＳアクティブ化などの情報によって決定され
得る。カバレージ拡張レベルを決定することはＣＥレベルのセットからＣＥレベルを選定
することを含み得、それはカバレージ拡張なしに対応するＣＥレベルを含む。したがって
、ＣＥレベルは、たとえば、０ｄＢ、５ｄＢ、１０ｄＢ、または１５ｄＢ利得を含み得る
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。
【００７２】
　[0082]ステップ５２５において、ＵＥ１１５－ｂは、カバレージ拡張レベルに基づいて
、ＳＰＳによって割り当てられたリソースの周期性を決定し得る。いくつかの例では、Ｓ
ＰＳのための構成は複数のＳＰＳ周期性を含む。ＳＰＳによって割り当てられたリソース
の周期性を決定することは、カバレージ拡張レベルに基づいてＳＰＳ周期性のセットから
周期性を選定することを含み得る。
【００７３】
　[0083]いくつかの場合には、基地局１０５－ｂは、複数のカバレージ拡張レベルの各々
のための周期性のセットを識別し得、周期性の各セットから周期性を選定し得る。選定さ
れた周期性は、ＲＲＣシグナリングを介してＵＥ１１５－ｂに伝達され得る。
【００７４】
　[0084]ＵＥ１１５－ｂは、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てら
れたリソース上で基地局と通信し得る。ＵＥ１１５－ｂと基地局１０５－ｂの両方が、Ｓ
ＰＳ割当てリソース上で送信し得る。
【００７５】
　[0085]ステップ５２５において、ＵＥ１１５－ｂまたは基地局１０５－ｂのいずれかが
、ＳＰＳ割当てリソース上で送信または受信し得る。リソースは、ＴＴＩバンドルリソー
スを含み得る。ＳＰＳ構成に従って、後続の送信期間中に、ＵＥ１１５－ｂまたは基地局
１０５－ｂは、ステップ５３０においてＳＰＳ割当てリソース上で送信または受信し得る
。ＳＰＳ割当てリソース上での送信および受信は、ＳＰＳ構成およびＳＰＳアクティブ化
に従って、またはＳＰＳが解放されるまで続き得る。ＳＰＳ解放は、たとえば、いくつか
の未使用アップリンク送信期間に、または重複するスケジュールされた送信に起因し得る
。
【００７６】
　[0086]例として、ＵＥ１１５－ｂは、構成の送信期間中にアップリンクデータバッファ
が空であると決定し得、ここで、構成はアップリンクＳＰＳ構成を含む。ＵＥ１１５－ｂ
は、アップリンクデータバッファが空であるという決定に基づいて、送信中に、ＳＰＳに
よって割り当てられたリソース上で送信することを控え得る。次いで、ＵＥ１１５－ｂは
、リソース上で送信することを控えることに基づいて、カウンタを増分し得る。ＵＥ１１
５－ｂは、カウンタが、しきい値を超える値を有すると決定し得、カウンタがしきい値を
超えるという決定に基づいて、ＳＰＳを解放し得る。
【００７７】
　[0087]いくつかの場合には、ＵＥ１１５－ｂは、ＳＰＳによって割り当てられたリソー
ス上で送信期間中に送信することを控えるように構成され得る。たとえば、基地局１０５
－ｂからのシグナリングは、ＵＥ１１５－ｂが、ＵＥ１１５－ｂのアップリンクデータバ
ッファが空であるとき、送信期間中に送信することを控えるべきであるという指示を含み
得る。そのような指示は、ＳＰＳ構成を示すシグナリング中に、またはダウンリンク制御
メッセージ中に含まれ得る。ＵＥ１１５－ｂは、基地局１０５－ｂから、ＳＰＳ構成の送
信期間中にアップリンクデータバッファが空であるかどうかを決定するための指示を受信
し得る。ＵＥ１１５－ｂは、アップリンクデータバッファが空であると決定することに基
づいて、したがって、指示を受信することに基づいて、送信することを控え得る。
【００７８】
　[0088]いくつかの場合には、ＵＥ１１５－ｂは、リソースの動的割当てを含む第２のダ
ウンリンク制御メッセージを受信し得る。ＵＥ１１５－ｂは、動的割当てによって割り当
てられたリソースが、ＳＰＳによって割り当てられたリソースと重複すると決定し得る。
【００７９】
　[0089]いくつかの場合には、ＵＥ１１５－ｂは、動的割当てに基づいて通信し得る。Ｕ
Ｅ１１５－ｂは、動的割当てによって割り当てられたリソースが、ＳＰＳによって割り当
てられたリソースと重複するという決定に基づいて、ＳＰＳによって割り当てられたリソ
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ースの一部または全部で通信することを控え得る。いくつかの例では、ＳＰＳによって割
り当てられたリソースはバンドルＴＴＩを含む。いくつかの例では、通信することを控え
ることは、ＴＴＩの１つのバンドルにわたって通信することを控えることを含む。ＵＥ１
１５－ｂは、追加のリソースが、ＳＰＳによって割り当てられたリソースと重複すると決
定することに基づいて、ＳＰＳを解放し得る。
【００８０】
　[0090]いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｂは、追加のリソースが、ＳＰＳによって割り
当てられたリソースと重複すると決定することに基づいて、動的割当てによって割り当て
られたリソース上で通信することを控え得る。通信することを控えることは、たとえば、
ＳＰＳ構成がアップリンク構成を含むのかダウンリンク構成を含むのかに基づき得る。Ｕ
Ｅ１１５－ｂは、ＳＰＳによって割り当てられたリソースが、重複するアップリンクリソ
ースとダウンリンクリソースとを含むと決定し得る。したがって、基地局１０５－ｂと通
信することは、アップリンクリソースまたはダウンリンクリソースの一部分上で通信する
ことを控えることを含み得る。
【００８１】
　[0091]いくつかの場合には、ＳＰＳ割当てアップリンクリソースとダウンリンクリソー
スの両方が重複するとき、ＵＥ１１５－ｂは、通信のためにアップリンクリソースまたは
ダウンリンクリソースに優先度を付け得る。したがって、基地局１０５－ｂと通信するこ
とは、アップリンクまたはダウンリンクＳＰＳ割当てリソースの優先度付けに基づいて通
信することを含み得る。
【００８２】
　[0092]図６は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするワ
イヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００は、図１～図５
を参照しながら説明されたＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス６０
０は、受信機６０５、ＳＰＳマネージャ６１０、または送信機６１５を含み得る。ワイヤ
レスデバイス６００はプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信し
ていることがある。
【００８３】
　[0093]受信機６０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、およびｅＭＴＣのためのＳＰＳ
に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、ＳＰＳマネージャ６１０に、お
よびワイヤレスデバイス６００の他の構成要素に受け渡され得る。
【００８４】
　[0094]ＳＰＳマネージャ６１０は、受信機６０５と組み合わせて、ＳＰＳのための構成
を示すシグナリングを受信することと、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッ
セージを受信することと、構成またはダウンリンク制御メッセージに基づいて、ＳＰＳに
よって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定することと、カバレ
ージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で基地局と通信する
こととを行い得る。
【００８５】
　[0095]送信機６１５は、ワイヤレスデバイス６００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機６１５は、トランシーバモジュール中で受信機
６０５とコロケート（collocated）され得る。送信機６１５は単一のアンテナを含み得る
か、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【００８６】
　[0096]図７は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするワ
イヤレスデバイス７００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス７００は、図１～図６
を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス６００またはＵＥ１１５の態様の一例であ
り得る。ワイヤレスデバイス７００は、受信機６０５－ａ、ＳＰＳマネージャ６１０－ａ
、または送信機６１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス７００はプロセッサをも含み
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得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。ＳＰＳマネージャ６１
０－ａはまた、ＳＰＳ構成モジュール７０５と、ＳＰＳアクティブ化モジュール７１０と
、ＣＥレベルモジュール７１５とを含み得る。
【００８７】
　[0097]受信機６０５－ａは、ＳＰＳマネージャ６１０－ａに、およびワイヤレスデバイ
ス７００の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。ＳＰＳマネージャ６１０－
ａは、図６を参照しながら説明された動作を実行し得る。送信機６１５－ａは、ワイヤレ
スデバイス７００の他の構成要素から受信された信号を送信し得る。
【００８８】
　[0098]ＳＰＳ構成モジュール７０５は、受信機６０５－ａと組み合わせて、図２～図５
を参照しながら説明されたように、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングを受信し得る
。いくつかの例では、ＳＰＳのための構成は複数のＳＰＳ周期性を含む。いくつかの場合
には、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングは、ＳＰＳ構成の送信期間中にアップリン
クデータバッファが空であるかどうかを決定するためのワイヤレスデバイス７００への指
示を含み得る。ワイヤレスデバイス７００は、時間期間中にバッファが空であるかどうか
を決定し得、したがって、決定に基づいて、したがって指示に基づいて、送信することを
控え得る。ＳＰＳ構成モジュール７０５はまた、構成の送信期間中にアップリンクデータ
バッファが空であると決定し得る。ＳＰＳ構成モジュール７０５は、デバイス７００に、
アップリンクデータバッファが空であるという決定に基づいて、送信中に、ＳＰＳによっ
て割り当てられたリソース上で送信することを控えさせ得る。ＳＰＳ構成モジュール７０
５はまた、リソース上で送信することを控えることに基づいて、カウンタを増分し得る。
【００８９】
　[0099]ＳＰＳ構成モジュール７０５は、カウンタが、しきい値を超える値を有すると決
定し得る。いくつかの例では、通信することを控えることは、ＳＰＳ構成がＵＬ構成であ
ると決定されたのか、ＤＬ構成であると決定されたのかに基づき得る。いくつかの例では
、構成は、アップリンクＳＰＳ構成とダウンリンクＳＰＳ構成とを含む。ＳＰＳ構成モジ
ュール７０５はまた、ＳＰＳによって割り当てられたリソースが、重複するアップリンク
リソースとダウンリンクリソースとを含むと決定し得る。いくつかの例では、基地局と通
信することは、アップリンクリソースまたはダウンリンクリソースの少なくとも一部分上
で通信することを控えることを含む。ＳＰＳ構成モジュール７０５は、通信のためにアッ
プリンクリソースまたはダウンリンクリソースに優先度を付け得る。いくつかの例では、
デバイス７００は、優先度付けに基づいて基地局と通信し得る。ＳＰＳ構成モジュール７
０５は、いくつかの場合には、周期性の各セットから周期性を選定し得、ここで、ＳＰＳ
のための構成は、各セットからの周期性を含む。
【００９０】
　[0100]ＳＰＳアクティブ化モジュール７１０は、受信機６５０－ａと組み合わせて、図
２～図５を参照しながら説明されたように、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御
メッセージを受信し得る。ＳＰＳアクティブ化モジュール７１０はまた、上記で説明され
たカウンタがしきい値を超えるという決定に基づいて、ＳＰＳを解放し得る。ＳＰＳアク
ティブ化モジュール７１０はまた、たとえば、追加のリソースが、ＳＰＳによって割り当
てられたリソースと重複すると決定することに基づいて、ＳＰＳを解放し得る。
【００９１】
　[0101]ＣＥレベルモジュール７１５は、図２～図５を参照しながら説明されたように、
構成またはダウンリンク制御メッセージに基づいて、ＳＰＳによって割り当てられたリソ
ースのためのカバレージ拡張レベルを決定し得る。ＣＥレベルモジュール７１５はまた、
受信機６０５－ａまたは送信機６１５－ａと組み合わせて、カバレージ拡張レベルに従っ
て、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で基地局と通信する。ＣＥレベルモジュー
ル７１５はまた、カバレージ拡張レベルに基づいて、ＳＰＳによって割り当てられたリソ
ースの周期性を決定し得る。いくつかの例では、ＳＰＳによって割り当てられたリソース
の周期性を決定することは、カバレージ拡張レベルに基づいてＳＰＳ周期性のセットから
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周期性を選定することを含む。いくつかの例では、カバレージ拡張レベルを決定すること
は、カバレージ拡張レベルのセットからカバレージ拡張レベルを選定することを含み、こ
こで、セットは、カバレージ拡張なしに対応するレベルを含む。ＣＥレベルモジュール７
１５はまた、複数のカバレージ拡張レベルの各々のための周期性のセットを識別し得る。
【００９２】
　[0102]図８は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするワ
イヤレスデバイス６００またはワイヤレスデバイス７００の構成要素であり得るＳＰＳマ
ネージャ６１０－ｂのブロック図８００を示す。ＳＰＳマネージャ６１０－ｂは、図６～
図７を参照しながら説明されたＳＰＳマネージャ６１０の態様の一例であり得る。ＳＰＳ
マネージャ６１０－ｂは、ＳＰＳ構成モジュール７０５－ａと、ＳＰＳアクティブ化モジ
ュール７１０－ａと、ＣＥレベルモジュール７１５－ａとを含み得る。これらのモジュー
ルの各々は、図７を参照しながら説明された機能を実行し得る。ＳＰＳマネージャ６１０
－ｂはおよび動的リソースモジュール８０５をも含み得る。
【００９３】
　[0103]動的リソースモジュール８０５は、図２～図５を参照しながら説明されたように
、リソースの動的割当てを含む第２のダウンリンク制御メッセージを受信し得る。動的リ
ソースモジュール８０５はまた、動的割当てによって割り当てられたリソースが、ＳＰＳ
によって割り当てられたリソースと重複すると決定し得る。動的リソースモジュール８０
５はまた、動的割当てに基づいて通信し得る。動的リソースモジュール８０５はまた、動
的割当てによって割り当てられたリソースが、ＳＰＳによって割り当てられたリソースと
重複するという決定に基づいて、ＳＰＳによって割り当てられたリソースの少なくとも一
部分上で通信することを控え得る。
【００９４】
　[0104]いくつかの例では、ＳＰＳによって割り当てられたリソースはバンドルＴＴＩを
含む。したがって、通信することを控えることは、ＴＴＩの少なくとも１つのバンドルに
わたって通信することを控えることを含み得る。動的リソースモジュール８０５は、デバ
イス６００または７００に、追加のリソースが、ＳＰＳによって割り当てられたリソース
と重複すると決定することに基づいて、動的割当てによって割り当てられたリソース上で
通信することを控えさせ得る。いくつかの例では、ＵＥと通信することは、リソースの動
的割当てに基づいて通信することを含む。
【００９５】
　[0105]図９は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートするＵ
Ｅを含む、システム９００の図を示す。システム９００は、図１、図２および図６～図８
を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス６００、ワイヤレスデバイス７００、また
はＵＥ１１５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｃを含み得る。ＵＥ１１５－ｃは、図６～
図８を参照しながら説明されたＳＰＳマネージャ６１０の一例であり得る、ＳＰＳマネー
ジャ９１０を含み得る。ＵＥ１１５－ｃは、ＣＥを用いた通信などのＭＴＣ動作を可能に
し得るＭＴＣ９２５をも含み得る。ＵＥ１１５－ｃは、通信を送信するための構成要素と
通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素
をも含み得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｃは基地局１０５－ｃと双方向に通信し得る。
【００９６】
　[0106]ＵＥ１１５－ｃは、プロセッサ９０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）９２０を含む
）メモリ９１５と、トランシーバ９３５と、１つまたは複数のアンテナ９４０とをも含み
得、それらの各々は、（たとえば、バス９４５を介して）互いと直接または間接的に通信
し得る。トランシーバ９３５は、上記で説明されたように、（１つまたは複数の）アンテ
ナ９４０あるいはワイヤードリンクまたはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数の
ネットワークと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ９３５は、基地局１０５ま
たは別のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ９３５は、パケットを変調し、
変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ９４０に与え、（１つ
または複数の）アンテナ９４０から受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得
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る。ＵＥ１１５－ｃは単一のアンテナ９４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｃはまた、複数
のワイヤレス送信をコンカレント（concurrently）に送信または受信することが可能な複
数のアンテナ９４０を有し得る。
【００９７】
　[0107]メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ９１５は、実行されたとき、プロセッサ９０５に本明細書で
説明される様々な機能（たとえば、ｅＭＴＣのためのＳＰＳなど）を実行させる命令を含
むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード９２０
を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／ファームウェアコード９２０は、プロセッサ９
０５によって直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行さ
れたとき）コンピュータに本明細書で説明される機能を実行させ得る。プロセッサ９０５
は、インテリジェントハードウェアデバイス（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、
マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含み得る。
【００９８】
　[0108]図１０は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする
ワイヤレスデバイス１０００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１０００は、図１
～図９を参照しながら説明された基地局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバ
イス１０００は、受信機１００５、基地局ＳＰＳマネージャ１０１０、または送信機１０
１５を含み得る。ワイヤレスデバイス１０００はプロセッサをも含み得る。これらの構成
要素の各々は互いと通信していることがある。
【００９９】
　[0109]受信機１００５は、たとえば受信機１００５と組み合わせて、パケット、ユーザ
データ、または様々な情報チャネルに関連する制御情報（たとえば、制御チャネル、デー
タチャネル、およびｅＭＴＣのためのＳＰＳに関係する情報など）などの情報を受信し得
る。情報は、基地局ＳＰＳマネージャ１０１０に、およびワイヤレスデバイス１０００の
他の構成要素に受け渡され得る。
【０１００】
　[0110]基地局ＳＰＳマネージャ１０１０は、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングを
送信することと、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信すること
と、ここで、構成またはダウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベルを示し、そ
して、カバレージ拡張レベルに従ってＳＰＳによって割り当てられたリソース上でＵＥと
通信することとを行い得る。
【０１０１】
　[0111]送信機１０１５は、ワイヤレスデバイス１０００の他の構成要素から受信された
信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１０１５は、トランシーバモジュール中で
受信機１００５とコロケートされ得る。送信機１０１５は単一のアンテナを含み得るか、
またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【０１０２】
　[0112]図１１は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする
ワイヤレスデバイス１１００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１１００は、図１
～図１０を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス１０００または基地局１０５の態
様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１１００は、受信機１００５－ａ、基地局ＳＰ
Ｓマネージャ１０１０－ａ、または送信機１０１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス
１１００はプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していること
がある。基地局ＳＰＳマネージャ１０１０－ａはまた、ＢＳ　ＳＰＳ構成モジュール１１
０５と、ＢＳ　ＳＰＳアクティブ化モジュール１１１０と、ＢＳ　ＣＥレベルモジュール
１１１５とを含み得る。
【０１０３】
　[0113]受信機１００５－ａは、基地局ＳＰＳマネージャ１０１０－ａに、およびワイヤ
レスデバイス１１００の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。基地局ＳＰＳ
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マネージャ１０１０－ａは、図１０を参照しながら説明された動作を実行し得る。送信機
１０１５－ａは、ワイヤレスデバイス１１００の他の構成要素から受信された信号を送信
し得る。
【０１０４】
　[0114]ＢＳ　ＳＰＳ構成モジュール１１０５は、たとえば送信機１０１５－ａと組み合
わせて、図２～図５を参照しながら説明されたように、ＳＰＳのための構成を示すシグナ
リングを送信し得る。ＢＳ　ＳＰＳアクティブ化モジュール１１１０は、たとえば送信機
１０１５－ａと組み合わせて、図２～図５を参照しながら説明されたように、ＳＰＳをア
クティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信し得、ここで、構成またはダウンリン
ク制御メッセージはカバレージ拡張レベルを示す。ＢＳ　ＳＰＳ構成モジュール１１０５
またはＢＳ　ＳＰＳアクティブ化モジュール１１１０は、たとえば、送信機１０１５－ａ
と組み合わせて、ＵＥのアップリンクデータバッファが空であるとき、ＳＰＳ構成の送信
期間中に送信することを控えるためのUEへの指示を送信し得る。ＢＳ　ＣＥレベルモジュ
ール１１１５は、たとえば受信機１００５－ａまたは送信機１０１５－ａと組み合わせて
、図２～図５を参照しながら説明されたように、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳ
によって割り当てられたリソース上でＵＥと通信し得る。
【０１０５】
　[0115]図１２は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする
ワイヤレスデバイス１０００またはワイヤレスデバイス１１００の構成要素であり得る基
地局ＳＰＳマネージャ１０１０－ｂのブロック図１２００を示す。基地局ＳＰＳマネージ
ャ１０１０－ｂは、図１０～図１１を参照しながら説明された基地局ＳＰＳマネージャ１
０１０の態様の一例であり得る。基地局ＳＰＳマネージャ１０１０－ｂは、ＢＳ　ＳＰＳ
構成モジュール１１０５－ａと、ＢＳ　ＳＰＳアクティブ化モジュール１１１０－ａと、
ＢＳ　ＣＥレベルモジュール１１１５－ａとを含み得る。これらのモジュールの各々は、
図１１を参照しながら説明された機能を実行し得る。基地局ＳＰＳマネージャ１０１０－
ｂはおよびＢＳ動的リソースモジュール１２０５をも含み得る。
【０１０６】
　[0116]ＢＳ動的リソースモジュール１２０５は、たとえば送信機１０１５と組み合わせ
て、図２～図５を参照しながら説明されたように、リソースの動的割当てを含む第２のダ
ウンリンク制御メッセージを送信し得、ここで、動的割当ては、ＳＰＳによって割り当て
られたリソースと重複する。
【０１０７】
　[0117]図１３は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする
基地局を含む、システム１３００の図を示す。システム１３００は、図１、図２、および
図１０～図１２を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス１０００、ワイヤレスデバ
イス１１００、または基地局１０５の一例であり得る、基地局１０５－ｄを含み得る。基
地局１０５－ｄは、図１０～図１２を参照しながら説明された基地局ＳＰＳマネージャ１
０１０の一例であり得る、基地局ＳＰＳマネージャ１３１０を含み得る。基地局１０５－
ｄは、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向
音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得る。たとえば、基地局１０５－ｄは、
ＵＥ１１５－ｄまたはＵＥ１１５－ｅと双方向に通信し得る。
【０１０８】
　[0118]いくつかの場合には、基地局１０５－ｄは１つまたは複数のワイヤードバックホ
ールリンクを有し得る。基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０へのワイヤードバ
ックホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５－
ｄはまた、基地局間バックホールリンク（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して、
基地局１０５－ｅおよび基地局１０５－ｆなど、他の基地局１０５と通信し得る。基地局
１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥｓ１１５と通信し
得る。いくつかの場合には、基地局１０５－ｄは、基地局通信モジュール１３２５を利用
して１０５－ｅまたは１０５－ｆなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの例では、基
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地局通信モジュール１３２５は、基地局１０５のうちのいくつかの間の通信を行うために
、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを与え
得る。いくつかの例では、基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０を通して他の基
地局と通信し得る。いくつかの場合には、基地局１０５－ｄは、ネットワーク通信モジュ
ール１３３０を通してコアネットワーク１３０と通信し得る。
【０１０９】
　[0119]基地局１０５－ｄは、プロセッサ１３０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）１３２０
を含む）メモリ１３１５と、トランシーバ１３３５と、（１つまたは複数の）アンテナ１
３４０とを含み得、それらの各々は、（たとえば、バスシステム１３４５を介して）互い
と直接または間接的に通信していることがある。トランシーバ１３３５は、（１つまたは
複数の）アンテナ１３４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥｓ１１５と双
方向に通信するように構成され得る。トランシーバ１３３５（または基地局１０５－ｄの
他の構成要素）はまた、アンテナ１３４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（図示
せず）と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバ１３３５は、パケットを変
調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ１３４０に与え、アンテナ１３４０か
ら受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｄ
は、各々が１つまたは複数の関連するアンテナ１３４０をもつ、複数のトランシーバ１３
３５を含み得る。トランシーバは、図１０の組み合わせられた受信機１００５および送信
機１０１５の一例であり得る。
【０１１０】
　[0120]メモリ１３１５はＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１３１５はまた、実行
されたとき、プロセッサ１３０５に本明細書で説明される様々な機能（たとえば、ｅＭＴ
ＣのためのＳＰＳ、カバレージ拡張技法を選定すること、呼処理、データベース管理、メ
ッセージルーティングなど）を実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュー
タ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１３２０を記憶し得る。代替的に、ソ
フトウェアコード１３２０は、プロセッサ１３０５によって直接的に実行可能でないこと
があるが、たとえば、コンパイルされ実行されたとき、コンピュータに本明細書で説明さ
れる機能を実行させるように構成され得る。プロセッサ１３０５は、インテリジェントハ
ードウェアデバイス、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得
る。プロセッサ１３０５は、エンコーダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッ
サ、無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）など、様々な専用プロ
セッサを含み得る。
【０１１１】
　[0121]基地局通信モジュール１３２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。い
くつかの場合には、通信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働してＵＥｓ１１５と
の通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、基地局
通信モジュール１３２５は、ビームフォーミングまたはジョイント送信などの様々な干渉
緩和技法のためのＵＥｓ１１５への送信のためのスケジューリングを協調させ得る。
【０１１２】
　[0122]ワイヤレスデバイス６００、ワイヤレスデバイス７００、ＳＰＳマネージャ６１
０、ワイヤレスデバイス１０００、ワイヤレスデバイス１１００、ＢＳ　ＳＰＳマネージ
ャ１０１０、ならびにシステム９００および１３００の構成要素は、適用可能な機能の一
部または全部をハードウェアで実行するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用
いて、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、少なくとも１つ
のＩＣ上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得る。
他の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの
集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各
ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向
けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令
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を用いて実装され得る。
【０１１３】
　[0123]図１４は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする
方法１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１～図１３を参照
しながら説明されたように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実装され得る。た
とえば、方法１４００の様々な動作は、図６～図９を参照しながら説明されたように、Ｓ
ＰＳマネージャ６１０または９１０およびトランシーバ９３５によって実行され得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥ１１５の機
能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１
５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１１４】
　[0124]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングを受信する。いくつかの例では、ブロ
ック１４０５の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＳＰＳ構成モジュール７０
５によって、または図９を参照しながら説明されたようにトランシーバ９３５によって実
行され得る。
【０１１５】
　[0125]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信する。いくつか
の例では、ブロック１４１０の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＳＰＳアク
ティブ化モジュール７１０によって、または図９を参照しながら説明されたようにトラン
シーバ９３５によって実行され得る。
【０１１６】
　[0126]ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、構成またはダウンリンク制御メッセージに基づいて、ＳＰＳによって割り当て
られたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定する。いくつかの例では、ブロック
１４１５の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＣＥレベルモジュール７１５に
よって、または図９を参照しながら説明されたようにＳＰＳマネージャ９１０によって実
行され得る。
【０１１７】
　[0127]ブロック１４２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で
基地局と通信する。いくつかの例では、ブロック１４２０の動作は、図７を参照しながら
説明されたようにＣＥレベルモジュール７１５によって、または図９を参照しながら説明
されたようにトランシーバ９３５によって実行され得る。
【０１１８】
　[0128]図１５は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする
方法１５００を示すフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１～図１３を参照
しながら説明されたように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実装され得る。た
とえば、方法１５００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたように、ＳＰＳマ
ネージャ６１０　６１０または９１０およびトランシーバ９３５によって実行され得る。
いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥ１１５の
機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１
１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。方法１
５００はまた、図１４の方法１４００の態様を組み込み得る。
【０１１９】
　[0129]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングを受信する。いくつかの例では、ブロ
ック１５０５の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＳＰＳ構成モジュール７０
５によって、または図９を参照しながら説明されたようにトランシーバ９３５によって実
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行され得る。
【０１２０】
　[0130]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信する。いくつか
の例では、ブロック１５１０の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＳＰＳアク
ティブ化モジュール７１０によって、または図９を参照しながら説明されたようにトラン
シーバ９３５によって実行され得る。
【０１２１】
　[0131]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、構成またはダウンリンク制御メッセージに基づいて、ＳＰＳによって割り当て
られたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定する。いくつかの例では、ブロック
１５１５の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＣＥレベルモジュール７１５に
よって、または図９を参照しながら説明されたようにＳＰＳマネージャ９１０によって実
行され得る。
【０１２２】
　[0132]ブロック１５２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で
基地局と通信する。いくつかの例では、ブロック１５２０の動作は、図７を参照しながら
説明されたようにＣＥレベルモジュール７１５によって、または図９を参照しながら説明
されたようにトランシーバ９３５によって実行され得る。
【０１２３】
　[0133]ブロック１５２５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、構成の送信期間中にアップリンクデータバッファが空であると決定し、ここで
、構成はアップリンクＳＰＳ構成を含む。いくつかの例では、ブロック１５２５の動作は
、図７を参照しながら説明されたようにＳＰＳ構成モジュール７０５によって、または図
９を参照しながら説明されたようにＳＰＳマネージャ９１０によって実行され得る。
【０１２４】
　[0134]ブロック１５３０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、アップリンクデータバッファが空であるという決定に基づいて、送信中に、Ｓ
ＰＳによって割り当てられたリソース上で送信することを控える。いくつかの例では、ブ
ロック１５３０の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＳＰＳ構成モジュール７
０５によって、または図９を参照しながら説明されたようにＳＰＳマネージャ９１０によ
って実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、構成の送信期間中にアップリンク
データバッファが空であるかどうかを決定するための指示を受信し得、ＵＥ１１５は、そ
の指示に基づいて送信することを控え得る。
【０１２５】
　[0135]図１６は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする
方法１６００を示すフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１～図１３を参照
しながら説明されたように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実装され得る。た
とえば、方法１６００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたように、ＳＰＳマ
ネージャ６１０または９１０およびトランシーバ９３５によって実行され得る。いくつか
の例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素
を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。方法１６００は
また、図１４～図１５の方法１４００、および１５００の態様を組み込み得る。
【０１２６】
　[0136]ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングを受信する。いくつかの例では、ブロ
ック１６０５の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＳＰＳ構成モジュール７０
５によって、または図９を参照しながら説明されたようにトランシーバ９３５によって実
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行され得る。
【０１２７】
　[0137]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信する。いくつか
の例では、ブロック１６１０の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＳＰＳアク
ティブ化モジュール７１０によって、または図９を参照しながら説明されたようにトラン
シーバ９３５によって実行され得る。
【０１２８】
　[0138]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、構成またはダウンリンク制御メッセージに基づいて、ＳＰＳによって割り当て
られたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定する。いくつかの例では、ブロック
１６１５の動作は、図７を参照しながら説明されたようにＣＥレベルモジュール７１５に
よって、または図９を参照しながら説明されたようにＳＰＳマネージャ９１０によって実
行され得る。
【０１２９】
　[0139]ブロック１６２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で
基地局と通信する。いくつかの例では、ブロック１６２０の動作は、図７を参照しながら
説明されたようにＣＥレベルモジュール７１５によって、または図９を参照しながら説明
されたようにトランシーバ９３５によって実行され得る。
【０１３０】
　[0140]ブロック１６２５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、リソースの動的割当てを含む第２のダウンリンク制御メッセージを受信する。
いくつかの例では、ブロック１６２５の動作は、図８を参照しながら説明されたように動
的リソースモジュール８０５によって、または図９を参照しながら説明されたようにトラ
ンシーバ９３５によって実行され得る。
【０１３１】
　[0141]ブロック１６３０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら説明され
たように、動的割当てによって割り当てられたリソースが、ＳＰＳによって割り当てられ
たリソースと重複すると決定する。いくつかの例では、ブロック１６３０の動作は、図８
を参照しながら説明されたように動的リソースモジュール８０５によって、または図９を
参照しながら説明されたようにＳＰＳマネージャ９１０によって実行され得る。
【０１３２】
　[0142]図１７は、本開示の様々な態様による、ｅＭＴＣのためのＳＰＳをサポートする
方法１７００を示すフローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１～図１３を参照
しながら説明されたように、基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。
たとえば、方法１７００の動作は、図１０～図１３を参照しながら説明されたように、基
地局ＳＰＳマネージャ１０１０または１３１０あるいはトランシーバ１３３５によって実
行され得る。いくつかの例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するよう
に基地局１０５の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代
替として、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を
実行し得る。
【０１３３】
　[0143]ブロック１７０５において、基地局１０５は、図２～図５を参照しながら説明さ
れたように、ＳＰＳのための構成を示すシグナリングを送信する。いくつかの例では、ブ
ロック１７０５の動作は、図１１を参照しながら説明されたようにＢＳ　ＳＰＳ構成モジ
ュール１１０５によって、または図１３を参照しながら説明されたようにトランシーバ１
３３５によって実行され得る。
【０１３４】
　[0144]ブロック１７１０において、基地局１０５は、図２～図５を参照しながら説明さ
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れたように、ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信し、ここで、
構成またはダウンリンク制御メッセージはカバレージ拡張レベルを示す。いくつかの例で
は、ブロック１７１０の動作は、図１１を参照しながら説明されたようにＢＳ　ＳＰＳア
クティブ化モジュール１１１０によって、または図１３を参照しながら説明されたように
トランシーバ１３３５によって実行され得る。
【０１３５】
　[0145]ブロック１７１５において、基地局１０５は、図２～図５を参照しながら説明さ
れたように、カバレージ拡張レベルに従って、ＳＰＳによって割り当てられたリソース上
でＵＥと通信する。いくつかの例では、ブロック１７１５の動作は、図１１を参照しなが
ら説明されたようにＢＳ　ＣＥレベルモジュール１１１５によって、または図１３を参照
しながら説明されたようにトランシーバ１３３５によって実行され得る。
【０１３６】
　[0146]したがって、方法１４００、１５００、１６００、および１７００は、ｅＭＴＣ
のためのＳＰＳをサポートするそれを与え得る。方法１４００、１５００、１６００、お
よび１７００は可能な実装形態について説明していること、ならびに動作およびステップ
は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され
得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法１４００、１５００、１６００、およ
び１７００のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わせられ得る。
【０１３７】
　[0147]本明細書の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、
適用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説
明された要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプ
ロシージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。また、いくつかの例に関し
て説明された特徴は、他の例において組み合わせられ得る。
【０１３８】
　[0148]本明細書で説明された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ
）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど
、様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワ
ーク」という用語はしばしば互換的に使用される。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システ
ムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terr
estrial Radio Access）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０
００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０お
よびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩ
Ａ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（Ｈ
ＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣ
ＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。時分割多元接続（ＴＤＭＡ）
システムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System 
for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）システムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ
（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２
．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなど
の無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコ
ミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications system
）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および
ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサルモバイルテ
レコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）、ＬＴ
Ｅ、ＬＴＥ－Ａ、およびモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パ
ートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称
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する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パ
ートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2
）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明された技法は、上述のシス
テムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ただ
し、本明細書の説明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説明の大部分に
おいてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【０１３９】
　[0149]本明細書で説明されたそのようなネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネッ
トワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を表すために使
用され得る。本明細書で説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なる
タイプの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａネットワークを含み得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセ
ル、スモールセル、または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」とい
う用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネ
ントキャリア、あるいはキャリアまたは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタな
ど）を表すために使用され得る３ＧＰＰ用語である。
【０１４０】
　[0150]基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシ
ーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何
らかの他の好適な用語を含み得るか、あるいはそのように当業者によって呼ばれることが
ある。基地局のための地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分を構成する
セクタに分割され得る。本明細書で説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システム
は、異なるタイプの基地局（たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）を
含み得る。本明細書で説明されたＵＥｓは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー
基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能
であり得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
【０１４１】
　[0151]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、サービスに加入しているＵＥｓによるネットワークプロバイダとの無
制限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同
じまたは異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力基
地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマイ
クロセルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネット
ワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥｓによる無制限アクセスを可能にし得る
。フェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じくカバーし得、フェム
トセルとの関連を有するＵＥｓ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subsc
riber group）中のＵＥｓ、自宅内のユーザのためのＵＥｓなど）による制限付きアクセ
スを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモー
ルセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホ
ームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ
、４つなどの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。ＵＥは、
マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局お
よびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【０１４２】
　[0152]本明細書で説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期動作ま
たは非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミング
を有し得、異なる基地局からの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合
、基地局は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合
されないことがある。本明細書で説明された技法は、同期動作または非同期動作のいずれ
かのために使用され得る。
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【０１４３】
　[0153]本明細書で説明されたダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあ
り、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図１および
図２のワイヤレス通信システム１００および２００を含む、本明細書で説明された各通信
リンクは、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャ
リアからなる信号（たとえば、異なる周波数の波形信号）であり得る。各被変調信号は、
異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）
、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。本明細書で説明された通信リン
ク（たとえば、図１の通信リンク１２５）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して
（たとえば、対スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用
して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。周波数
分割複信（ＦＤＤ）（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレ
ーム構造タイプ２）のためのフレーム構造が定義され得る。
【０１４４】
　[0154]添付の図面に関して本明細書に記載された説明は、例示的な構成について説明し
ており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入るすべての例を表すとは限らない。本
明細書で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働きをすること
」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明は、
説明された技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、こ
れらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明された例の概念を不
明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の
形式で示される。
【０１４５】
　[0155]添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに
、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成
要素の間で区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベ
ルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず
、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【０１４６】
　[0156]本明細書で説明された情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれか
を使用して表され得る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令
、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁
界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され
得る。
【０１４７】
　[0157]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デバイス
、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で
説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実
行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッ
サは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械
であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ（たとえば、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ
、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよ
うな構成）としても実装され得る。
【０１４８】
　[0158]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体
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を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求
の範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プロ
セッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのい
ずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装す
る特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散
されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含め
て、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あ
るいは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「また
は」は、たとえば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの列挙が、ＡまたはＢまた
はＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を
意味するような包括的列挙を示す。
【０１４９】
　[0159]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意
の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もし
くは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、
任意の他の非一時的媒体を含むことができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、
媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）
は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用
途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、デ
ータを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上
記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１５０】
　[0160]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
た一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく、本明細書
で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信の方法であって、
　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを受信すること
と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信することと、
　前記ダウンリンク制御メッセージまたは前記構成に少なくとも部分的に基づいて、前記
ＳＰＳによって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定することと
、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース
上で基地局と通信することと
を備える、方法。
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[Ｃ２]　前記カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰＳによって
割り当てられた前記リソースの周期性を決定すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記構成の送信期間中にアップリンクデータバッファが空であると決定すること
と、ここにおいて、前記構成がアップリンクＳＰＳ構成を備える、および
　前記アップリンクデータバッファが空であるという前記決定に少なくとも部分的に基づ
いて、前記送信期間中に、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース上で送信する
ことを控えることと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記構成の前記送信期間中に前記アップリンクデータバッファが空であるかどう
かを決定するための指示を受信することをさらに備え、ここにおいて、送信することを前
記控えることが、前記指示に少なくとも部分的に基づく、
Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　前記リソース上で送信することを前記控えることに少なくとも部分的に基づいて
、カウンタを増分することと、
　前記カウンタが、しきい値を超える値を有すると決定することと、および
　前記カウンタが前記しきい値を超えるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、
前記ＳＰＳを解放することと
をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ６]　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを受信するこ
とと、および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　前記動的割当てに少なくとも部分的に基づいて通信することと、および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複するという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰ
Ｓによって割り当てられた前記リソースの少なくとも一部分上で通信することを控えるこ
とと
をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースがバンドル送信時間間隔（ＴＴ
Ｉｓ）を備え、およびここにおいて、通信することを前記控えることが、
　ＴＴＩｓの少なくとも１つのバンドルにわたって通信することを控えること
を備える、Ｃ７に記載の方法。
[Ｃ９]　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割
り当てられた前記リソースと重複すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前
記ＳＰＳを解放すること
をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって
割り当てられた前記リソースと重複すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、
前記動的割当てによって割り当てられた前記リソース上で通信することを控えること
をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ１１]　通信することを前記控えることは、前記構成がアップリンク構成を備えるのか
ダウンリンク構成を備えるのかに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記カバレージ拡張レベルを決定することが、
　カバレージ拡張レベルのセットから前記カバレージ拡張レベルを選定することを備え、
ここにおいて、前記セットが、カバレージ拡張なしに対応するレベルを備える、
Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１３]　ワイヤレス通信の方法であって、
　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを送信すること
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と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信することと、ここに
おいて、前記構成または前記ダウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベルを示す
、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で
ユーザ機器（ＵＥ）と通信することと
を備える、方法。
[Ｃ１４]　複数のカバレージ拡張レベルの各々のための周期性のセットを識別することと
、および　周期性の各セットから周期性を選定することと、ここにおいて、前記ＳＰＳの
ための前記構成が、各セットからの前記周期性を備える、
をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１５]　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを送信する
ことをさらに備え、ここにおいて、前記動的割当てによって割り当てられた前記リソース
が、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースと重複し、ここにおいて、前記ＵＥ
と通信することが、前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースに少なくとも部
分的に基づいて通信することを備える、
Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１６]　ＳＰＳのための前記構成を示す前記シグナリングは、前記ＵＥのアップリンク
データバッファが空であるとき、前記構成の送信期間中に送信することを控えるための前
記ＵＥへの指示を備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１７]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　半持続性（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを受信するための手段と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信するための手段と、
　前記ダウンリング制御メッセージまたは前記構成に少なくとも部分的に基づいて、前記
ＳＰＳによって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定するための
手段と、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース
上で基地局と通信するための手段と
を備える、装置。
[Ｃ１８]　前記カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰＳによっ
て割り当てられた前記リソースの周期性を決定するための手段
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記構成の送信期間中にアップリンクデータバッファが空であると決定するた
めの手段と、ここにおいて、前記構成がアップリンクＳＰＳ構成を備える、および
　前記アップリンクデータバッファが空であるという前記決定に少なくとも部分的に基づ
いて、前記送信期間中に、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース上で送信する
ことを控えるための手段と
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２０]　ＳＰＳのための前記構成を示す前記シグナリングを受信するための前記手段は
、前記構成の前記送信期間中に前記アップリンクデータバッファが空であるかどうかを決
定するための指示を受信するための手段を備え、およびここにおいて、送信することを控
えるための前記手段が、前記指示に少なくとも部分的に基づいて動作可能である、Ｃ１９
に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記リソース上で送信することを前記控えることに少なくとも部分的に基づい
て、カウンタを増分するための手段と、
　前記カウンタが、しきい値を超える値を有すると決定するための手段と、および
　前記カウンタが前記しきい値を超えるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、
前記ＳＰＳを解放するための手段と
をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２２]　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを受信する
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ための手段と、および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定するための手段と
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記動的割当てに少なくとも部分的に基づいて通信するための手段と、および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複するという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰ
Ｓによって割り当てられた前記リソースの少なくとも一部分上で通信することを控えるた
めの手段と
をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２４]　通信することを控えるための前記手段が、
　送信時間間隔（ＴＴＩｓ）の少なくとも１つのバンドルにわたって通信することを控え
るための手段を備え、ここにおいて、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースが
バンドル送信ＴＴＩｓを備える、
Ｃ２３に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって
割り当てられた前記リソースと重複すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、
前記ＳＰＳを解放するための手段
をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって
割り当てられた前記リソースと重複すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、
前記動的割当てによって割り当てられた前記リソース上で通信することを控えるための手
段
をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２７]　通信することを控えるための前記手段は、前記構成がアップリンク構成を備え
るのかダウンリンク構成を備えるのかに少なくとも部分的に基づいて動作可能である、Ｃ
２６に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記カバレージ拡張レベルを決定するための手段が、
　カバレージ拡張レベルのセットから前記カバレージ拡張レベルを選定するための手段を
備え、ここにおいて、前記セットが、カバレージ拡張なしに対応するレベルを備える、Ｃ
１７に記載の装置。
[Ｃ２９]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを送信するため
の手段と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信するための手段と、
ここにおいて、前記構成または前記ダウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベル
を示す、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で
ユーザ機器（ＵＥ）と通信するための手段と
を備える、装置。
[Ｃ３０]　複数のカバレージ拡張レベルの各々のための周期性のセットを識別するための
手段と、および
　周期性の各セットから周期性を選定するための手段と、ここにおいて、前記ＳＰＳのた
めの前記構成が、各セットからの前記周期性を備える、
をさらに備える、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３１]　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを送信する
ための手段をさらに備え、ここにおいて、前記動的割当てが、前記ＳＰＳによって割り当
てられた前記リソースと重複し、およびここにおいて、前記ＵＥと通信するための前記手
段が、リソースの前記動的割当てに少なくとも部分的に基づいて通信するように動作可能
である、Ｃ２９に記載の装置。
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[Ｃ３２]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、および
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、前記装置に、
　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを受信すること
と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信することと、
　前記ダウンリング制御メッセージまたは前記構成に少なくとも部分的に基づいて、前記
ＳＰＳによって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定することと
、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース
上で基地局と通信することと
を行わせるように動作可能である、装置。
[Ｃ３３]　前記命令が、前記装置に、
　前記カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰＳによって割り当
てられた前記リソースの周期性を決定すること
を行わせるように動作可能である、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記命令は、前記装置に、
　前記構成の送信期間中にアップリンクデータバッファが空であると決定することと、こ
こにおいて、前記構成がアップリンクＳＰＳ構成を備える、および
　前記アップリンクデータバッファが空であるという前記決定に少なくとも部分的に基づ
いて、前記送信期間中に、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース上で送信する
ことを控えることと
を行わせるように動作可能である、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３５]　前記命令は、前記装置に、
　前記構成の前記送信期間中に前記アップリンクデータバッファが空であるかどうかを決
定するための指示を受信することと、および
　前記指示に少なくとも部分的に基づく、送信することを控えることと
を行わせるように動作可能である、Ｃ３４に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記命令は、前記装置に、
　前記リソース上で送信することを前記控えることに少なくとも部分的に基づいて、カウ
ンタを増分することと、
　前記カウンタが、しきい値を超える値を有すると決定することと、および
　前記カウンタが前記しきい値を超えるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、
前記ＳＰＳを解放することと
を行わせるように動作可能である、Ｃ３４に記載の装置。
[Ｃ３７]　前記命令は、前記装置に、
　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを受信することと、
および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することと
を行わせるように動作可能である、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３８]　前記命令は、前記装置に、
　前記動的割当てに少なくとも部分的に基づいて通信することと、および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複するという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰ
Ｓによって割り当てられた前記リソースの少なくとも一部分上で通信することを控えるこ
とと
を行わせるように動作可能である、Ｃ３７に記載の装置。
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[Ｃ３９]　前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースがバンドル送信時間間隔（Ｔ
ＴＩｓ）を備え、およびここにおいて、前記命令が、前記装置に、
　ＴＴＩｓの少なくとも１つのバンドルにわたって通信することを控えること
を行わせるように動作可能である、Ｃ３８に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記命令は、前記装置に、
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰ
Ｓを解放すること
を行わせるように動作可能である、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記命令は、前記装置に、
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記動的
割当てによって割り当てられた前記リソース上で通信することから
を行わせるように動作可能である、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記命令は、前記装置に、
　前記構成がアップリンク構成を備えるのかダウンリンク構成を備えるのかに少なくとも
部分的に基づく、通信することを控えること
を行わせるように動作可能である、Ｃ４１に記載の装置。
[Ｃ４３]　前記命令が、前記装置に、
　カバレージ拡張レベルのセットから前記カバレージ拡張レベルを選定することを行わせ
るように動作可能であり、ここにおいて、前記セットが、カバレージ拡張なしに対応する
レベルを備える、
Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ４４]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、および
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、前記装置に、
　　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを送信するこ
とと、
　　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信することと、ここ
において、前記構成または前記ダウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベルを示
す、および
　　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられたリソース上
でユーザ機器（ＵＥ）と通信することと
　を行わせるように動作可能である、装置。
[Ｃ４５]　前記命令は、前記装置に、
　複数のカバレージ拡張レベルの各々のための周期性のセットを識別することと、および
　周期性の各セットから周期性を選定することと、ここにおいて、前記ＳＰＳのための前
記構成が、各セットからの前記周期性を備える、
を行わせるように動作可能である、Ｃ４４に記載の装置。
[Ｃ４６]　前記命令は、前記装置に、
　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを送信することと、
ここにおいて、前記動的割当てが、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースと重
複する、および
　リソースの前記動的割当てに少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥと通信することと
を行わせるように動作可能である、Ｃ４４に記載の装置。
[Ｃ４７]　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であ
って、前記コードが、
　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを受信すること
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と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを受信することと、
　前記ダウンリング制御メッセージまたは前記構成に少なくとも部分的に基づいて、前記
ＳＰＳによって割り当てられたリソースのためのカバレージ拡張レベルを決定することと
、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース
上で基地局と通信することと
を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ４８]　前記命令が、
　前記カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰＳによって割り当
てられた前記リソースの周期性を決定すること
を行うために実行可能である、Ｃ４７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ４９]　前記命令は、
　前記構成の送信期間中にアップリンクデータバッファが空であると決定することと、こ
こにおいて、前記構成がアップリンクＳＰＳ構成を備える、および
　前記アップリンクデータバッファが空であるという前記決定に少なくとも部分的に基づ
いて、前記送信期間中に、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソース上で送信する
ことを控えることと
を行うために実行可能である、Ｃ４７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５０]　前記命令は、
　前記リソース上で送信することを前記控えることに少なくとも部分的に基づいて、カウ
ンタを増分することと、
　前記カウンタが、しきい値を超える値を有すると決定することと、および
　前記カウンタが前記しきい値を超えるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、
前記ＳＰＳを解放することと
を行うために実行可能である、Ｃ４９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５１]　前記命令は、
　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを受信することと、
および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することと
を行うために実行可能である、Ｃ４７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５２]　前記命令は、
　前記動的割当てに少なくとも部分的に基づいて通信することと、および
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複するという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰ
Ｓによって割り当てられた前記リソースの少なくとも一部分上で通信することを控えるこ
とと
を行うために実行可能である、Ｃ５１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５３]　前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースがバンドル送信時間間隔（Ｔ
ＴＩｓ）を備え、およびここにおいて、前記命令が、
　ＴＴＩｓの少なくとも１つのバンドルにわたって通信することを控えること
を行うために実行可能である、Ｃ５２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５４]　前記命令は、
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
られた前記リソースと重複すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記ＳＰ
Ｓを解放すること
を行うために実行可能である、Ｃ５１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５５]　前記命令は、
　前記動的割当てによって割り当てられた前記リソースが、前記ＳＰＳによって割り当て
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られた前記リソースと重複すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記動的
割当てによって割り当てられた前記リソース上で通信することを控えること
を行うために実行可能である、Ｃ５１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５６]　通信することを前記控えることは、前記構成がアップリンク構成を備えるのか
ダウンリンク構成を備えるのかに少なくとも部分的に基づく、Ｃ５５に記載の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
[Ｃ５７]　前記命令が、
　カバレージ拡張レベルのセットから前記カバレージ拡張レベルを選定することを行うた
めに実行可能であり、ここにおいて、前記セットが、カバレージ拡張なしに対応するレベ
ルを備える、
Ｃ４７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５８]　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であ
って、前記コードは、
　半持続性スケジューリング（ＳＰＳ）のための構成を示すシグナリングを送信すること
と、
　前記ＳＰＳをアクティブ化するダウンリンク制御メッセージを送信することと、ここに
おいて、前記構成または前記ダウンリンク制御メッセージがカバレージ拡張レベルを示す
、および
　前記カバレージ拡張レベルに従って、前記ＳＰＳによって割り当てられたリソース上で
ユーザ機器（ＵＥ）と通信することと
を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５９]　前記命令は、
　複数のカバレージ拡張レベルの各々のための周期性のセットを識別することと、および
　周期性の各セットから周期性を選定することと、ここにおいて、前記ＳＰＳのための前
記構成が、各セットからの前記周期性を備える、
を行うために実行可能である、Ｃ５８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ６０]　前記命令は、
　リソースの動的割当てを備える第２のダウンリンク制御メッセージを送信することと、
ここにおいて、前記動的割当てが、前記ＳＰＳによって割り当てられた前記リソースと重
複する、および
　リソースの前記動的割当てに少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥと通信することと
を行うために実行可能である、Ｃ５８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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